
広告

1等

もれなく

2等

3等

10月16日　午前10時20分　溝辺町三縄（みなわ）

S
p
ecia

l E
d
ition

特
集
◎�

霧
島
市
の
財
政
事
情

11

広報きりしま
NOVEMBER.2008  VOL.66

Kirishima City Public Relations, Japan

◀

Kirishim
a C

ity Public Relations,Japan
2008.11.5 発

行
  V

O
L.66

■
発

行
／

〒
899-4394 鹿

児
島

県
霧

島
市

国
分

中
央

三
丁

目
45-1　

ＴＥＬ
／

0995-45-5111㈹
 

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
／

U
RL http://w

w
w

.city-kirishim
a.jp　

■
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

／
 E-m

ail:info@
city-kirishim

a.jp
■

編
集

／
広

報
広

聴
課

　
ＴＥＬ

／
0995-64-0955　

ＦＡＸ
／

0995-64-0934　
■

印
刷

／
㈲

国
分

新
生

社
印

刷
広
報
き
り
し
ま



◎一般会計の決算状況 霧
島
市
の
平
成
19
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

税
金
や
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
ど
の
く
ら
い
収
入
し
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、

平
成
20
年
度
上
半
期（
平
成
20
年
４
月
１
日
～
９
月
30
日
）の
財
政
状
況
と
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
決
算
状
況

平
成
19
年
度
の
本
市
の
普
通
会

計
決
算
状
況
を
５
ペ
ー
ジ
の
地
方

財
政
状
況
調
査（
決
算
統
計
）の
結

果
に
基
づ
き
分
析
す
る
と
、
歳
入

決
算
は
５
５
３
億
５
６
６
６
万
円

で
前
年
度
に
対
し
て
２・４
％
の
減
、

歳
出
決
算
は
５
２
１
億
７
０
７
０

万
円
で
前
年
度
に
対
し
て
１・９
％

の
減
と
な
り
、
歳
入
か
ら
歳
出
を

差
し
引
い
た
形
式
収
支
で
は
31
億

８
５
９
６
万
円
、
そ
れ
か
ら
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
は
30
億
１
９
３

９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

判
断
す
る
指
標
で
あ
る
経
常
収
支

比
率
は
、
前
年
度
よ
り
１
・
９
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
91・
５
％
、
実
質

公
債
費
比
率
は
、
前
年
度
と
同
じ

13・
８
％
と
な
り
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
は
、
中
長
期
的

な
財
政
収
支
の
均
衡
を
図
り
、
後

年
度
の
財
政
運
営
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
な
配
分
と
既
存
事
業
の
徹

底
し
た
見
直
し
な
ど
に
よ
る
一
層

の
節
減
合
理
化
を
図
り
、
身
の
丈

に
あ
っ
た
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
財
政
課
☎

（
64
）０
９
１
７

用語説明

【歳入】
市　税………………�市民税や固定資産税など市に

納められた税金
地方交付税…………�所得税などの国税５税の一定

割合を、市の状況に応じて配
分されたお金

国庫支出金…………�市が行う特定の事業に対し
て、国から交付されたお金

地方債………………�市が行う公共事業などの財源
として、国などから借りたお金

繰越金………………前年度から繰り越されたお金
県支出金……………�市が行う特定の事業に対し

て、県から交付されたお金
使用料及び手数料	�公営住宅の家賃や住民票など

の証明書の発行に収められた
お金

繰入金………………�基金（市の貯金）や特別会計
などから繰り入れられたお金

地方消費税交付金	�地方消費税の一部を、人口な
どにより按分（あんぶん）さ
れて国から交付されたお金

地方譲与税…………�国税として徴収され、そのま
ま地方公共団体へ譲与される
税金で、国から交付されたお
金

諸収入………………�市の預金利子や各種貸付金の
元利収入

分担金及び負担金	�保育所の保育料や公共事業の
受益者負担金などとして収め
られたお金

その他………………�国からの各種交付金、財産収
入、寄附金として収められた
お金

【歳出】
民生費………………�高齢者や障がい者および児童

の福祉推進などに使われたお
金

総務費………………�総務人事管理や財産の管理、
企画調整や地域の振興、税務
事務などに使われたお金

公債費………………�これまでの公共事業などの財
源として借り入れたお金の返
済に使われたお金

教育費………………�公立学校の管理運営や施設整
備、生涯学習の推進などに使
われたお金

土木費………………�道路や公園、公営住宅などの
整備に使われたお金

衛生費………………�ごみ、し尿の処理や健康増進
事業などに使われたお金

農林水産業費………�農業、林業、畜産、水産業な
どの振興に使われたお金

消防費………………�消防署や消防団の運営など、
消防活動や救急活動に使われ
たお金

商工費………………�商業や観光の振興および企業
誘致などに使われたお金

その他………………�議会費、労働費、災害復旧費
および公営企業会計への諸支
出金に使われたお金

平成19年度決算額 構成比
市 税 154億2,612万円 27.9%
地 方 交 付 税 143億4,373万円 25.9%
国 庫 支 出 金 58億2,594万円 10.5%
地 方 債 54億6,020万円 9.9%
繰 越 金 35億6,825万円 6.4%
県 支 出 金 27億7,901万円 5.0%
使用料及び手数料 19億 668万円 3.4%
繰 入 金 18億6,837万円 3.4%
地方消費税交付金 11億9,336万円 2.2%
地 方 譲 与 税 8億2,771万円 1.5%
諸 収 入 7億3,701万円 1.3%
分担金及び負担金 6億6,953万円 1.2%
そ の 他 7億7,284万円 1.4%

計 553億7,875万円 100.0%

平成19年度決算額 構成比
民 生 費 133億1,290万円 25.5%
総 務 費 96億6,657万円 18.5%
公 債 費 86億4,405万円 16.6%
教 育 費 65億9,456万円 12.6%
土 木 費 59億1,662万円 11.3%
衛 生 費 29億5,134万円 5.7%
農 林 水 産 業 費 19億6,465万円 3.8%
消 防 費 16億2,416万円 3.1%
商 工 費 5億4,374万円 1.0%
そ の 他 9億7,195万円 1.9%

計 521億9,054万円 100.0%

霧
島
市
の
財
政
事
情
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

霧島市の財政事情（決算）

地方自治法第２４３条の３第１項と霧島市「財
政事情」の作成及び公表に関する条例第２条
の規定に基づき、平成19年度の決算状況と平
成20年度上半期の財政状況を公表します。
また、地方公共団体の財政の健全化に関す
る法律により、平成19 年度決算に基づく、地
方公共団体の財政健全化を判断するための指
標と公営企業ごとの経営状況を明らかにする
指標の公表が、新たに義務付けられましたの
で併せてお知らせします。

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2008.11, Japan
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553億
7,875万円

市税
27.9％

地方交付税
25.9％国庫支出金

10.5％

地方債
9.9％

繰越金
6.4％

県支出金
5.0％

衛生費	 5.7％
農林水産業費	 3.8％
消防費	 3.1％
商工費	 1.0％
その他	 1.9％

民生費
25.5％

総務費
18.5％

公債費
16.6％

教育費
12.6％

土木費
11.3％ 521億

9,054万円

使用料及び手数料	 3.4％
繰入金	 3.4％
地方消費税交付金	 2.2％
地方譲与税	 1.5％
諸収入	 1.3％
分担金及び負担金	 1.2％
その他	 1.4％

歳
出
の
構
成
比



特　別　会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　　引
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 140億6,093万円 140億4,334万円 1,759万円
老 人 保 健 医 療 特 別 会 計 139億5,489万円 141億 224万円 ▲1億4,735万円
介 護 保 険 特 別 会 計 74億9,834万円 72億 350万円 2億9,484万円
交 通 災 害 共 済 事 業 特 別 会 計 2,638万円       2,627万円 11万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 18億6,029万円 17億6,338万円    9,691万円
温 泉 供 給 特 別 会 計     1億 136万円 7,376万円 2,760万円

計 375億 219万円 372億1,249万円    2億8,970万円

企　業　会　計　名
収益的収入および支出 資本的収入および支出

収　入 支　出 収　入 支　出
水 道 事 業 17億3,681万円 13億8,182万円 1,094万円 7億4,810万円
簡 易 水 道 事 業 4億8,617万円 4億2,445万円 1億7,736万円 4億8,970万円
工 業 用 水 道 事 業 740万円 474万円 0円 6万円
病 院 事 業 34億5,405万円 33億7,867万円 0円 1億5,096万円

計 56億8,443万円 51億8,967万円 1億8,830万円 13億8,882万円

区　　分 平成19年度末現在高
土　　地 3,510㌶

（うち市有林） （1,914㌶）
建　　物 887,120㎡

基　　金

合　　計 130億1,556万円

内　

訳

財政調整基金 35億9,286万円
減債基金 11億6,477万円
特定建設事業基金 12億6,523万円
その他の基金 69億9,270万円

有価証券 3億6,423万円

借　　入　　先 市債借入金残高
財 政 融 資 な ど 422億4,614万円
郵 政 公 社 資 金 138億4,289万円
公営企業金融公庫 129億1,795万円
市 中 銀 行 76億4,228万円
そ の 他 116億 563万円
合 計 882億5,489万円

◎特別会計決算

◎企業会計決算

◎一般会計および特別会計の財産状況◎一般会計および特別会計の市債借入状況
※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金、利益剰余金などで補てんしています。

【用語説明】

※老人保健医療特別会計の歳入が歳出に対して不足する額は、繰上充用（翌年度の歳入を繰り上げること）により措置しています。

普通会計の決算状況
この普通会計の決算は、全国一律に実施された平成19年度地方財政状況調査（決算統計）により算定したものです。
霧島市の普通会計は、霧島市一般会計から市場管理費にかかるものを除いたものです。

繰出金 9.2％
投資・出資・貸付金 0.2%
積立金 5.4％
補助費等 4.4％
維持補修費 0.6％
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521億
7,070万円

人件費
21.4％

扶助費
14.4％

公債費
16.6％

普通建設事業
16.0％

物件費
11.5％

災害復旧費
0.3％

諸収入 1.3％
地方譲与税 1.5％
地方消費税交付金 2.2%
繰入金 3.4％
使用料及び手数料 3.6％
県支出金 5.0％

分担金及び負担金 1.0％
その他 1.4％

❶ 財政力指数
地方公共団体の財政力を判断する指数で、地方交付税法の規定により算

定された基準財政需要額で基準財政収入額を除して得た数値の３年間の平
均値をいい、一般的に「１」に近いほど、さらに「１」を超えるほど財政
力が強いとされています。

❷ 経常収支比率
財政構造の弾力性を判断する最も一般的な指標で、歳出の経常的経費に

充てられた一般財源等が歳入の経常一般財源等に占める割合で、70％～
80％が標準的とされ、比率が低いほど財政構造に弾力性があるとされて
います。

❸ 公債費比率
公債費による財政負担の度合いを判断する指標で、一般財源等に対し公

債費に充てた一般財源の比率です。

❹ 地方債制限比率
地方債の制限に係る指標で、地方公共団体における公債費による財政負

担の度合いを判断するもので、20％を超えると一部の地方債の発行につ
いて制限されます。

❺ 実質赤字比率
一般会計などを対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率です。

黒字の場合、「－％」で示されます。

❻ 連結実質赤字比率
全会計を対象とした実質赤字額または資金の不足額の標準財政規模に対

する比率です。黒字の場合、「－％」で示されます。

❼ 実質公債費比率
地方公共団体の収入に対する借金返済額の比率を示すものです。普通会

計の公債費に下水道特別会計や水道事業会計などへの繰出金（公債費相当
額）を加算し、財政負担の度合いを判断するもので、18％を超えると地
方債発行について国や県の許可が必要とされます。

❽ 将来負担比率
地方公共団体の一般会計などの借入金（地方債）や将来支払っていく可

能性のある負担などの現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する
可能性の度合いを示す比率です。350％を超えると健全化計画を策定し、
財政の健全化を図らなければなりません。

❾ 資金不足比率
公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対する比率です。資金不足

額がない場合、「－％」で示されます。（霧島市の公営企業会計：水道事業、
簡易水道事業、工業用水道事業、病院事業、下水道事業、温泉供給）

指　　数　　な　ど 平成19年度 平成18年度

❶ 財政力指数 0.55 0.52
❷ 経常収支比率 91.5 89.6
❸ 公債費比率 18.2 18.3
❹ 地方債制限比率（３か年平均） 12.6 11.9

健
全
化
判
断
比
率

❺ 実質赤字比率 ー
❻ 連結実質赤字比率 ー
❼ 実質公債費比率（３か年平均） 13.8 13.8
❽ 将来負担比率 118.8
❾ 資金不足比率（6企業会計すべて） ー

◎主な指数など

◎歳入

◎歳出（性質別）

平成19年度決算額 平成18年度決算額 対前年増減額
市 税 154億2,612万円 141億6,216万円 12億6,396万円
地 方 交 付 税 143億4,373万円 149億4,998万円 ▲6億 625万円
国 庫 支 出 金 58億2,578万円 56億6,470万円 　1億6,108万円
地 方 債 54億6,020万円 65億1,800万円 ▲10億5,780万円
繰 越 金 35億6,783万円 32億9,117万円 　2億7,666万円
県 支 出 金 27億7,917万円 24億4,086万円 　3億3,831万円
使用料及び手数料 20億2,519万円 20億9,306万円 ▲6,787万円
繰 入 金 18億6,879万円 23億9,656万円 ▲5億2,777万円
地方消費税交付金 11億9,336万円 12億 790万円 ▲1,454万円
地 方 譲 与 税 8億2,771万円 17億5,429万円 ▲9億2,658万円
諸 収 入 7億1,233万円 5億9,128万円 　1億2,105万円
分担金及び負担金 5億5,359万円 6億 526万円 ▲5,167万円
そ の 他 　7億7,286万円 10億6,408万円 ▲2億9,122万円

計 553億5,666万円 567億3,930万円 ▲13億8,264万円

平成19年度決算額 平成18年度決算額 対前年増減額
義 務 的 経 費 273億5,127万円 265億6,391万円 7億8,736万円
人 件 費 111億7,669万円 111億2,564万円 5,105万円
扶 助 費 75億3,241万円 70億8,952万円 4億4,289万円
公 債 費 86億4,217万円 83億4,875万円 2億9,342万円
投 資 的 経 費 84億8,640万円 120億5,910万円 ▲35億7,270万円
普 通 建 設 事 業 83億5,452万円 115億8,028万円 ▲32億2,576万円
災 害 復 旧 費 1億3,188万円 4億7,882万円 ▲3億4,694万円
そ の 他 の 経 費 163億3,303万円 145億4,845万円 17億8,458万円
物 件 費 60億2,679万円 56億9,167万円 3億3,512万円
維 持 補 修 費 3億4,433万円 3億8,804万円 ▲4,371万円
補 助 費 等 22億8,456万円 23億7,134万円 ▲8,678万円
積 立 金 27億9,854万円 19億4,078万円 8億5,776万円
投資・出資・貸付金 9,833万円 1億 91万円 ▲258万円
繰 出 金 47億8,048万円 40億5,571万円 7億2,477万円

計 521億7,070万円 531億7,146万円 ▲10億 76万円

553億
5,666万円

19年度
18年度

地方交付税 国県
支出金

地方債 繰越金 その他 扶助費 公債費 普通建設
災害復旧費

物件費 補助費等 その他

◎主な歳入の前年度比較 ◎主な歳出の前年度比較

（企業会計を除く）

霧島市の財政事情（決算）

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2008.11, Japan

歳
入

歳
出

（企業会計を除く）

（地方財政状況調査などに基づく各指数など）



民生費 総務費 公債費
歳出決算額 102,705 円 68,454円 67,656円
歳出決算に占める割合 25.1％ 16.8％ 16.6％
対前年度との増減額 4,922円 9,602円 2,401円

主
な
事
業

高齢者、障がい者、児童の福祉推
進などに

総務管理、財産管理、企画調整、
地域振興、税務事務などに

これまでの施設整備などで借り
たお金の返済に

◆児童クラブ運営補助等
◆生活保護費の支給等
◆児童手当の支給
◆公立・私立の保育所運営支援
◆養護老人ホームの運営
◆高齢者への生活支援事業等
◆障がい者への生活支援
　事業等

◆土地、建物等の財産管理
◆税の賦課・徴収
◆ふれあいバス等の運行
◆自治会、地域の活性化事業
◆電算システムの稼動
◆行財政改革への取り組み
◆交通防犯対策の取り組み
◆関平鉱泉販売所の管理運営

土木費 教育費 衛生費
歳出決算額 52,454円 50,560円 28,004円
歳出決算に占める割合 12.8％ 12.4％ 6.9％
対前年度との増減額 911円 ▲ 3,486円 ▲ 11,185円

主
な
事
業

道路、公園、公営住宅の整備など
に

学校の管理運営や施設整備およ
び生涯学習の推進などに

ごみ、し尿の処理や健康増進事業
などに

◆市道の維持管理および新設改良
◆河川および港湾の管理費
◆公営住宅の維持管理等
◆霧島市民福山プール建設工事等
◆公園整備および
　管理事業
◆土地区画整理
　事業

◆日当山小学校ほか施設整備
◆牧園中学校ほか施設整備
◆運動公園等の施設維持管理
◆埋蔵文化財発掘調査
◆図書館・図書室の維持管理
◆公民館講座等の開催
◆国分中央高校の運営

◆合併処理浄化槽の設置補助
◆ごみの収集、運搬
◆�清掃センター、し尿処理場、火葬場の
管理運営

◆各種予防接種事業
◆母子保健事業
◆�老人保健事業（基本健診
　および各種がん検診）
◆乳幼児医療費の
　助成

農林水産業費 消防費 商工費
歳出決算額 15,375円 13,424円 4,930円
歳出決算に占める割合 3.8％ 3.3％ 1.2％
対前年度との増減額 ▲ 1,125円 ▲ 2,403円 ▲ 4,026円

主
な
事
業

農業、林業、畜産、水産業の振興
などに

消防活動や救急業務などに 商業、観光の振興および企業誘致
などに

◆�園芸ブランド作物の推進および各種
生産組合等の育成・強化

◆家畜排泄物処理施設等の整備
◆森林整備事業（除間伐事業など）
◆松くい虫特別防除事業
◆林道・農道等整備事業
◆生産基盤整備等の県営事業負担金

◆常備消防（消防署）の運営
◆非常備消防（消防団）の運営
◆高規格救急自動車整備
◆消防団ポンプ車整備
◆防火水槽整備
◆水防防災・災害対策事業

◆消費生活改善相談事業
◆商店街活性化事業
◆企業誘致推進
◆観光振興等補助
◆スポーツ団体のキャンプ誘致

[市民一人当たりの決算額と主な事業 ]

※金額は、普通会計（決算統計）の歳出決算額を、平成20年3月31日現在の人口127,736人で除したものです。

市民一人当たりに使ったお金は408,426円で、主にこのような事業に使われました。

霧島市の財政事情（決算）霧島市の財政事情（上半期の財政状況）

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2008.11, Japan

予算現額 収入済額 予算構成比 収入率
市 税 155億 887万円 91億9,273万円 31.0% 59.3%
地方交付税 126億 円 95億8,896万円 25.2% 76.1%
国庫支出金 54億1,824万円 11億8,091万円 10.8% 21.8%
市 債 52億9,780万円 0円 10.6% 0.0%
県 支 出 金 29億1,933万円 3億8,233万円 5.8% 13.1%
繰 入 金 23億 297万円 0円 4.6% 0.0%
使用料及び手数料 16億7,365万円 9億 847万円 3.4% 54.3%
そ の 他 42億9,515万円 49億8,010万円 8.6% 115.9%
歳 入 合 計 500億1,601万円 262億3,350万円 100.0% 52.5%

予算現額 支出済額 予算構成比 執行率
民 生 費 140億3,257万円 57億9,180万円 28.1% 41.3%
公 債 費 85億8,925万円 47億3,497万円 17.2% 55.1%
総 務 費 67億 577万円 27億3,910万円 13.4% 40.8%
教 育 費 61億9,472万円 23億6,016万円 12.4% 38.1%
土 木 費 59億1,146万円 11億9,211万円 11.8% 20.2%
衛 生 費 33億7,807万円 11億 692万円 6.7% 32.8%
消 防 費 19億8,997万円 7億1,811万円 4.0% 36.1%
そ の 他 32億1,420万円 9億3,470万円 6.4% 29.1%
歳 出 合 計 500億1,601万円 195億7,787万円 100.0% 39.1%

◎一般会計（歳入） ◎一般会計（歳出）

会　　計　　名 予  算  現  額
歳　入 歳　出

収入済額 収入率 支出済額 執行率
国 民 健 康 保 険 136億 291万円 48億6,422万円 35.8% 58億6,614万円 43.1%
後 期 高 齢 者 医 療 11億8,321万円 3億4,559万円 29.2% 3億 807万円 26.0%
老 人 保 健 医 療 24億2,846万円 15億9,095万円 65.5% 14億4,061万円 59.3%
介 護 保 険 76億4,200万円 36億7,814万円 48.1% 28億7,195万円 37.6%
交通災害共済事業 3,197万円 165万円 5.2% 1,053万円 32.9%
下 水 道 事 業 20億2,377万円 2億8,371万円 14.0% 8億6,325万円 42.7%
温 泉 供 給 7,960万円 4,487万円 56.4% 2,250万円 28.3%

区　分 現在高 一人当たり現在高
土　　地

（うち市有林）
3,511㌶ 0.027㌶

（1,914 ㌶）（0.015 ㌶）
建　　物 886,082㎡ 7㎡
基　　金 157億9,017万円 123,211円
内
訳
積立基金 131億8,732万円 102,901円
その他の基金 26億 285万円 20,310円

有価証券 3億6,423万円 2,842円

区　分 現在高 一人当たり現在高
市　　債 838億4,323万円 654,228円

会　　計　　名
収　　益　　的 資　　本　　的

収　入 収入率 支　出 執行率 収　入 収入率 支　出 執行率

水 道 事 業
予算額 21億1,018万円

49.6%
18億9,217万円

26.2%
8億 373万円

0.3%
21億9,569万円

34.1%
執行額 10億4,685万円 4億9,533万円 245万円 7億4,857万円

工業用水道事業
予算額 724万円

29.8%
724万円

35.9%
0円 20万円

0.0%
執行額 216万円 260万円 0円 0円

病 院 事 業
予算額 35億7,201万円

46.8%
35億1,671万円

43.6%
0円 1億8,232万円

47.9%
執行額 16億7,110万円 15億3,456万円 0円 8,732万円

◎特別会計 ◎一般会計および特別会計の財産状況

◎企業会計

◎一般会計および特別会計の市債借入状況
※�収入済額が支出済額に対して不足する額は、他会計からの繰替運用により措置しています。

※収益的収入額が収益的支出額に対して不足する額は、事業資金の運用により措置しています。
※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金・利益剰余金などで補てんしています。

（企業会計を除く）
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市税 地方
交付税

国庫
支出金

市債 県
支出金

繰入金 使用料
及び
手数料

その他 民生費 総務費 教育費 土木費 衛生費 消防費 その他公債費

140 140

160 160

平成20年度上半期の財政状況
平成20年度の上半期（４月～９月）が終わりましたので、９月30日現在でどれだけ予算が執行されたかをお知らせします。

※�財産の状況および市債の借入状況の一人当たり現在高は、　同日現在の住民基本台帳人口
128,156 人で除して算出したものです。

（企業会計を除く）



B a l a n c e  s h e e t

（単位：億円）

※�債務負担行為に係る補償等　①物件の購入等に係るもの…６億円　②債務保証及び損失補償に係るもの…74億円　③利子補給等に係るもの
…０円
注：�資産の部の「２．投資等（４）退職手当組合積立金」は積立金の額をこれまでの退職給付額が上回り、実質マイナスとなっているためゼロ
計上とし、その実質マイナス分を負債の部の「１．固定負債（４）その他」に計上している。

有形固定資産
168万6千円

固定負債
67万1千円

正味資産
112万3千円

資産 185万円

投
資
等
６
万
６
千
円

流
動
資
産
９
万
８
千
円

流
動
負
債
５
万
６
千
円

投
資
等
７
万
８
千
円

流
動
資
産
９
万
３
千
円

流
動
負
債
５
万
７
千
円

有形固定資産
166万3千円

固定負債
65万5千円

正味資産
112万2千円

資産 183万4千円

◎市民一人当たりのバランスシート
平成18年度

◎資産の内訳 ◎負債の内訳 ◎負債と正味資産の内訳

有形固形資産
90.7%

投資等 4.2%
流動資産 5.1%

地方債
78.2%

その他 1.8%翌年度償還予定額
8.0%

退職給与
引当金
12.0%

地方債
30.3%

退職給与
引当金
4.7%

その他 0.7%

一般財源
42.4%

県支出金 4.8%
国庫支出金
14.0%

翌年度償還予定額
3.1%

正味資産
61.2%

※�今回作成したバランスシートは、国（総務省）が毎年度実施する「地方財政状況調査」をもとに、霧島市普通会計（一般会計より市場管理費
除いたもの）を対象として作成しました。データは昭和 44 年以降のものを使用しています。なお、内訳については市全体のバランスシート
を基に作成しています。

有形固定資産：道路、橋、建物および土地など
投 資 等：土地開発公社への出資金、奨学金等の貸付金や特定目的基金
流 動 資 産：年度末に保有していた現金・預金・財政調整基金・減債基金および市税などの未納額
負　　　　債：今後、支払いや返済が必要なもの
固 定 負 債：過去に借り入れた地方債の残高や職員の退職手当引当金
流 動 負 債：過去に借り入れた地方債のうち、翌年度に返済しなければならない額
正 味 資 産：資産形成のために支払い済みの金額（国・県支出金など）

【
用
語
説
明
】

平成19年度

負債
38.8%

平成19年度
霧島市のバランスシート

（貸借対照表）

借　方

資　

産　

の　

部

１　

有
形
固
定
資
産

⑴ 総務費 162 
⑵ 民生費 38 
⑶ 衛生費 119 
⑷ 労働費 2 
⑸ 農林水産業費 189 
⑹ 商工費 46 
⑺ 土木費 965 
⑻ 消防費 41 
⑼ 教育費 517 
⑽ その他 45 

計 2,124 
（うち土地 534 ）

有形固定資産合計 2,124 

２　

投
資
等

⑴ 投資及び出資金 9 
⑵ 貸付金 8 
⑶ 基金 83 

内
訳

① 特定目的基金 57 
② 土地開発基金 22 
③ 定額運用基金 4 

⑷ 退職手当組合積立金 0 
投資等合計 100 

３　

流
動
資
産

⑴ 現金・預金 95 

内
訳

① 財政調整基金 44 
② 減債基金 19 
③ 歳計現金 32 

⑵ 未収金 24 

内
訳

① 地方税 16 
② その他 8 

流動資産合計 119 
資  産  合  計 2,343 

貸　方

負　

債　

の　

部

１　

固
定
負
債

⑴ 地方債 711 

⑵ 債務負担行為 0 

内
訳

① 物件の購入等 0 

② 債務保証又は損失補償 0 

⑶ 退職給与引当金 109 

⑷ その他 16 

固定負債合計 836 

２　

流
動
負
債

⑴ 翌年度償還予定額 73 

⑵ 翌年度繰上充用金 0 

⑶ その他 0 

流動負債合計 73 

負　債　合　計 909 

正
味
資
産
の
部

１．国庫支出金 327 

２．県支出金 113 

３．一般財源等 994 

正  味  資  産  合  計 1,434 

負債 ・ 正味資産合計 2,343 

資
産
は
減
少（
対
前
年
度
比
23
億
円
、１・０
％
の
減
）

平
成
19
年
度
末
の
霧
島
市
の
資
産
は
２
３
４
３
億

円
で
、
そ
の
財
源
の
内
訳
は
負
債
（
今
後
返
済
が
必

要
と
な
る
借
入
金
）
９
０
９
億
円
、正
味
資
産
（
国
・

県
支
出
金
な
ど
返
済
不
要
な
お
金
）
１
４
３
４
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
末
と
比
較
す
る
と
、
資
産
が
23
億
円

（
１
・０
％
）減
少
し
て
お
り
、
財
源
内
訳
に
お
い
て
は 

負
債（
返
済
必
要
）が
20
億
円（
２・２
％
）、正
味
資
産（
返 

済
不
要
）が
３
億
円（
０
・
２
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

資
産
の
内
訳
で
は
道
路
や
橋
、
小
・
中
学
校
校
舎

と
い
っ
た
建
物
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
が
90
・
７
％

を
占
め
て
お
り
、
負
債
の
内
訳
で
は
、
主
に
資
産
を

形
成
す
る
た
め
に
発
行
し
た
地
方
債
（
負
債
）
の
償

還
金（
地
方
債
と
翌
年
度
市
債
償
還
予
定
額
の
合
計
）

が
負
債
の
86
・
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

本
市
の
よ
う
な
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
が
少
な
い

自
治
体
に
お
い
て
は
、
資
産
を
形
成
す
る
た
め
に
負

債
（
今
後
返
済
が
必
要
と
な
る
借
入
金
）
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
厳
し
い
財
政
状
況
が
あ
り
ま
す
。

市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

資
産
が
１
８
３
万
４
千
円
あ
り
、
そ
の
財
源
の
内

訳
は
、
負
債
（
今
後
返
済
が
必
要
と
な
る
借
入
金
）

が
71
万
２
千
円
、
正
味
資
産
（
国
・
県
支
出
金
な
ど

の
返
済
不
要
な
お
金
）
が
１
１
２
万
２
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
末
と
比
較
す
る
と
、
資
産

は
１
万
６
千
円
減
少
し
、
そ
の
財
源
内
訳
で
は
負
債

が
１
万
５
千
円
、
正
味
資
産
が
１
千
円
減
少
し
て
い

ま
す
。

➡

資産 183万4千円 負債と正味資産 183万4千円

資産 負債

正味資産

現金など
9万3千円

土地や建物など
166万3千円

出資金や
貸付金など
7万8千円 正味資産 112万2千円

借入金など 71万2千円

平成19年度普通会計の決算（決算統計）データをもとに、
バランスシート（貸借対照表）を作成しました。
バランスシートとは、市の資産がどれだけあるのか、
それに伴う借入金（負債）がどれだけあるのかを表したものです。

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2008.11, Japan

霧島市の財政事情（バランスシート）



「
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
霧
島

づ
く
り
２
０
０
８
」
が
10
月
３
日
、

霧
島
市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
安
心
・
安
全
へ

の
意
識
を
高
め
、
犯
罪
や
交
通
事

故
の
な
い
安
心
で
安
全
な
霧
島
市

を
目
指
す
た
め
に
開
か
れ
た
も
の

で
、
日
ご
ろ
か
ら
防
犯
や
交
通
安

全
活
動
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る

団
体
や
、
９
月
に
行
わ
れ
た
「
霧

島
市
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
検
定
」

を
最
高
得
点
で
合
格
し
た
か
た
へ

の
表
彰
の
ほ
か
、
防
犯
活
動
の
事

例
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

事
例
発
表
で
は
、
新
町
地
区
自

治
公
民
館
（
国
分
）
が
、
地
区
内

に
青
色
防
犯
灯
を
導
入
し
犯
罪
防

止
に
努
め
て
い
る
こ
と
や
、
国
分

地
区
交
通
安
全
母
の
会
が
子
育
て

世
代
や
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
る
活
動

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
合
併

当
初
か
ら
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の

発
足
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
内
の
各
団
体
の

協
力
で
10
月
１
日
現
在
で
86
団
体

（
８
６
８
９
人
）が
発
足
し
て
お
り
、

こ
の
数
は
人
口
比
率
で
見
る
と
県

内
で
１
番
多
い
数
と
な
っ
て
い
ま

CIVIC NEWS
移住希望者が
霧島市を堪能

小田小浜線の
完成を祝う

市内観光協会
合併に基本合意
市内にある４つの観光協会が10
月15日、合併に向けた基本合意書
を締結しました。市役所内で行わ
れた調印式には、国立公園霧島観
光協会、社団法人大霧島観光協会、

霧島市国分観光協会、霧島市隼人町観光協会の会長らが出席し、基本合意
書に押印しました。同日には合併協議会が設置され、来年４月１日の合併
を目指して事務所の場所や会費、役員構成など詳細を決めていきます。ま
た、新協会の名称は「社団法人霧島市観光協会」に決まり、現在の４協会
が対等の立場で合併し、霧島市の観光発展に努めていきます。

市道小田小浜線の建設工事が終
わり10月20日、開通式が行われ、
地元住民ら関係者が完成を祝いま
した。この道路は、県道北永野田
小浜線と国道10号を東西に結ぶ延

長約1920㍍の道路で、平成６年から事業がスタートし、総事業費は約22
億円です。事業期間中、住宅宅地計画の中止などにより、道路整備事業が
中止されたこともありましたが、交通量の増加による小浜交差点の慢性的
な交通渋滞や地域間アクセスの向上を図るために整備を再開し、今回の完
成となりました。

霧島市移住体験研修の今年１回目
の受け入れが10月10日から12日の
日程で行われ、東京などから６人の
かたが参加しました。この研修は、
移住希望者に霧島市に来てもらい魅

力を紹介するもので、交通費と宿泊費は自己負担です。今回も参加者は霧
島の魅力を堪能。「条件が合えば移住したい」と好印象でした。昨年度は
２回開催し、10世帯16人が参加。そのうち４世帯６人が霧島市に移住し
ています。お知り合いで移住を考えているかたがいましたら、霧島市を紹
介してください。◎問い合わせ先＝定住促進グループ（☎64－0914）

霧 島 か わ ら 版

す
。
ま
た
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

が
増
え
る
に
つ
れ
、
犯
罪
件
数
が

減
少
し
て
お
り
、
昨
年
度
の
犯
罪

認
知
件
数
は
１
０
７
４
件
と
合
併

し
た
平
成
17
年
度
と
比
べ
て
４
０

０
件
近
く
減
っ
て
お
り
、
県
内
の

犯
罪
発
生
率
順
位
も
２
位
か
ら
５

位
に
下
が
り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
が
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
安
心
・
安
全
な
霧
島

市
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【
表
彰
者
】

◎
防
犯
活
動
功
労

◦�

第
一
工
業
大
学
ま
ち
づ
く
り
舞

鶴
隊

◦�

国
分
西
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
◦�

陵
南
校
区
子
ど
も
安
全
推
進
協

議
会
（
溝
辺
）

◎
交
通
安
全
活
動
功
労

◦�

霧
島
市
連
合
青
年
団

◦�

京
セ
ラ
株
式
会
社
鹿
児
島
国
分

工
場

◎�

霧
島
市
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん

検
定
成
績
優
秀
（
敬
称
略
）

◦�

池
松
歩
美
（
国
分
中
央
高
校
一

年
）

◦�

下
村
正
昭
（
九
州
綜
合
警
備
保

障
勤
務
）

霧
島
市
制
３
周
年
記

念
花
火
大
会
が
10
月
12

日
、
国
分
キ
ャ
ン
プ
海

水
浴
場
で
開
か
れ
、
１

万
７
０
０
０
発
の
花
火

が
霧
島
市
の
夜
空
を
彩

り
、
４
万
人
の
観
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
回
の
花
火
大
会
の

目
玉
は
、
中
国
と
日

本
の
花
火
の
共
演
で
す
。

霧
島
市
と
友
好
交
流
関

係
に
あ
る
中
国
瀏り

ゅ
う

陽よ
う

市
は
、
世
界

の
約
６
割
の
花
火
シ
ェ
ア
が
あ
る

花
火
の
都
市
で
す
。
今
年
開
催
さ

れ
た
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
瀏

陽
市
の
花
火
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
瀏
陽
市
か
ら
友
好
の
証あ

か
しと

し
て
今
回
の
花
火
大
会
に
約
１
万

６
０
０
０
発
の
花
火
が
無
償
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

前
半
は
、
中
国
の
音
楽
に
合
わ

せ
て
ナ
イ
ア
ガ
ラ
や
仕
掛
け
花
火

な
ど
が
あ
り
、
後
半
は
中
国
と
日

本
の
尺
玉
な
ど
の
迫
力
あ
る
打
ち

上
げ
花
火
が
観
客
を
沸
か
せ
ま
し

た
。
観
客
か
ら
は
、
花
火
が
上
が

る
た
び
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
る

な
ど
、
秋
の
夜
長
に
打
ち
上
げ
ら

れ
た
日
中
共
演
の
花
火
は
、
大
勢

の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

霧島市誕生３周年を祝い
日中花火の共演
１万７０００発の花火が、４万人の観客を魅了

霧島市制３周年記念花火大会

霧島ジオパーク
認定へ一丸
鹿児島、宮崎両県５市２町でつ
くる「環霧島会議」の第３回会議
が、10月14日湧水町で開催されま
した。会議では霧島山麓の「ジオ
パーク」認定に向けて、「霧島ジ

オパーク推進連絡協議会」を設立しました。ジオパークは、地形や地質を
保全、活用し、教育や地域振興に役立てる自然公園です。協議会では、国
連教育科学文化機関（ユネスコ）が認定する「世界ジオパーク」に来年度、
霧島山麓の申請を計画しています。このほか会議では、5市2町共通の観
光、防災マップを作ることなどを決めました。

安
心
で
安
全
な

霧
島
を
目
指
し
て

市
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
犯
罪
発
生
件
数
が
減
少

あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
霧
島
づ
く
り
２
０
０
８

▲活動報告をする国分地区
交通安全母の会
◀防犯・交通安全運動功労
者を表彰

中国花火が夜空を彩る 約400mのナイアガラ
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【
と
ん
び
】
重
松　

清
、【
熱
帯
夜
】
曽
根
圭
介
、

【
ア
イ
ス
ク
リ
ン
強
し
】
畠
中　

恵
、【
寂
聴

と
読
む
源
氏
物
語
】
瀬
戸
内
寂
聴
、【
徹
子

さ
ん
の
美
に
な
る
言
葉
】
黒
柳
徹
子
、【
午
後

の
音
楽
】
小
池
真
理
子
、【
彼
女
に
つ
い
て
】

よ
し
も
と
ば
な
な
、【
ガ
リ
レ
オ
の
苦
悩
】
東

野
圭
吾
、【
シ
ュ
ー
カ
ツ
】
石
田
衣
良
、【
粗

茶
を
一
服
】
山
本
一
力
、【
ち
ょ
い
な
人
び
と
】

荻
原　

浩
、【
女
王
蘭
】
新
堂
冬
樹
、【
遊
行

の
門
】
五
木
寛
之
、【
土
井
徹
先
生
の
診
療
事

件
簿
】
五
十
嵐
貴
久
、【
黒
の
狩
人　

上･

下
】

大
沢
在
昌
、【
華
族
夫
人
の
忘
れ
も
の
】
平
岩

弓
枝
、【
み
の
た
け
の
春
】
志
水
辰
夫
、【
風

神
帖
】
池
澤
夏
樹
、【
干
し
野
菜
の
お
い
し
い

レ
シ
ピ
】
本
谷
惠
津
子
、【
文
字
ア
ー
ト
の
年

賀
状
】
さ
と
だ
て
ゆ
め
こ
、【
棒
針
編
み
】
今

泉
史
子
、【
飛
び
出
す
し
か
け
絵
本
を
作
ろ
う
】

柴
田
泰
、【
自
慢
し
た
く
な
る
卵
の
料
理
】
平

野
由
希
子
、【
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
と
妖
精
の
国
】

サ
リ
ー
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
、【
魔
法
の
お
た
ま
を

と
り
か
え
せ
】
末
吉
暁
子
、【
ま
め
う
し
の
ク

リ
ス
マ
ス
】
あ
き
や
ま
た
だ
し
、【
レ
ッ
ド
・

ブ
ッ
ク
】
バ
ー
バ
ラ
・
レ
ー
マ
ン
、【
シ
ッ
プ

船
長
と
く
じ
ら
】
角
野
栄
子
、【
お
で
ん
さ
む

ら
い
、
ち
く
わ
の
ま
き
】
西
村
繁
男
、【
お
ふ

ろ
お
ば
け
】
村
田
エ
ミ
コ
、【
ち
び
う
さ
ク
リ

ス
マ
ス
】
ハ
リ
ー
・
ホ
ー
ス
、【
ち
ょ
っ
と
源

さ
ん
お
借
り
し
ま
す
】
尾
崎
美
紀

（
霧
島
市
立
図
書
館
）

今
月
の
新
刊
。

向む

花け

小
学
校
は
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の

健
全
育
成
を
図
る
た
め
に
、
向
花

人
形
の
復
元
や
「
あ
い
さ
つ
日
本

一
の
学
校
」
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

同
校
は
、
国
分
向
花
地
区
に
あ

り
ま
す
。
明
治
12
年
４
月
に
新
町
、

向
花
、
府
中
に
そ
れ
ぞ
れ
簡
易
小

学
校
が
創
設
さ
れ
、
明
治
25
年
12

月
に
合
併
し
て
向
花
小
学
校
と
改

称
、
今
年
で
１
２
９
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
児
童
数
は
、
男
子
１
７

６
人
、
女
子
１
８
９
人
の
３
６
５

人
（
平
成
20
年
９
月
１
日
現
在
）

で
す
。

人
形
復
元
と
あ
い
さ
つ
運
動

昨
年
学
校
で
は
地
域
の
歴
史
を

知
り
、
伝
統
を
守
る
き
っ
か
け
作

り
と
し
て
、
授
業
時
間
を
活
用
し

向
花
人
形
を
復
元
し
ま
し
た
。
向

花
人
形
は
素
焼
き
の
土
人
形
で
、

子
ど
も
の
成
長
や
豊
作
を
願
っ
て

江
戸
末
期
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
途

絶
え
て
い
ま
し
た
。
向
花
人
形
を

今
年
制
作
し
た
６
年
生
の
森
光ひ

か
り里

さ
ん
は
「
作
る
の
は
難
し
い
で
す

が
、
温
か
み
の
あ
る
人
形
。
完
成

し
た
ら
家
に
飾
り
た
い
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
あ
い
さ
つ
日
本
一
の
学
校
」

運
動
は
、
家
庭
や
学
校
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
取
り

組
み
で
す
。
あ
い
さ
つ
運
動
は
、

お
互
い
の
顔
を
知
る
こ
と
で
児
童

へ
の
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
の
声
か
け

な
ど
の
犯
罪
防
止
と
、
地
域
に
ふ

れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

向
花
小
学
校
は
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
児
童
の
健

全
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地域の歴史と人を大切にする
向花人形を復元、地域の伝統を知る

総合学習の時間に向花人形を作った子どもたち

学校には地域の一体感を作る役割があります。向花
校区は地域外からの転入者もいるので、地域のことを知
らない保護者もいます。そこで地域の歴史や伝統を児童
に教えることは地域に愛着と誇りを持つことになり、そ
れが保護者にも伝わり地域の一体感につながると考えて
います。また学校では教育活動の中で豊かな体験を通し
て、調和のとれた人格形成を目指しています。そして児童
が自分の意思で目標を選択し、それに挑戦する意欲と実
践力を育て夢と希望を持てる教育に取り組んでいます。

◎
向
花
小
学
校

田
中 

耕
一
郎
校
長

向花小学校
地域再発見

◎12月6日（土）
　・場所＝霧島公民館（霧島地区）
　・時間＝午後１時 30分～３時
　・内容＝映画、絵本、ブラックシアター、手話ソングなど

◎12月7日（日）
　・場所＝国分シビックセンター多目的ホール、国分公民館
　・時間＝午前９時 30分～午後３時
　・�内容＝映画「それいけ！アンパンマン　妖精リンリンの
ひみつ」（午前９時 45分から）、読み聞かせ、わらべうた、
人形劇、ブラックシアター、紙芝居、工作など

　※�今回は８つの団体が、読み聞かせやわらべうた、人形劇
などを披露します。それぞれ開始時間や場所などが異な
りますので、詳しくはお問い合わせください。

◎問い合わせ先＝国分図書館☎（64）0918

••おはなし王国開催�••
おはなし王国を開催します。
「見て・聞いて・作って」と楽しい
催しがたくさんです。

••おはなし王国開催�••
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霧の里

至
湧
水
町

至牧園総合支所

至
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

万膳小学校

ほたる温泉

弘寿温泉
八幡神社

万膳川
エネルギー源として欠かせない脂肪分やリノー
ル酸を多く含み、コレステロールを分解する脂
肪酸も豊富。ビタミンB1は牛肉の約10 倍。

黒豚

温泉三昧きりしま

13

万
膳
温
泉

万
膳
温
泉
は
牧
園
地
区
の
北
西
、
湧
水
町
と
横
川
地
区
に
隣
接
し
、
公

衆
浴
場
が
二
つ
、
宿
泊
も
で
き
る
施
設
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
万
膳
小
学
校

近
く
の
道
路
壁
面
に
は
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
卒
業
記
念
の
絵
が
あ
り
、

訪
れ
た
人
を
出
迎
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

万
膳
地
区
の
温
泉
は
、
製
茶
工
場
の
従
業

員
用
に
掘
っ
た
温
泉
が
最
初
で
し
た
。
万
膳

地
区
で
製
茶
工
場
を
経
営
し
て
い
た
西
弘

志
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
に
弘こ

う

寿じ
ゅ

温
泉
を
開
業
。

そ
の
後
２
軒
の
温
泉
施
設
が
万
膳
地
区
に
で

き
ま
し
た
。

茶
摘
み
が
始
ま
っ
た
製
茶
工
場
は
、
茶
の

葉
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
に
朝
か
ら
夜
中
ま
で

動
き
続
け
ま
す
。
西
さ
ん
の
工
場
は
、
多
く

の
従
業
員
を
雇
っ
て
い
ま
し
た
。
従
業
員
は

昼
と
夜
の
二
交
代
制
で
、
仕
事
の
後
は
お
茶

の
葉
で
ほ
こ
り
ま
み
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
い
つ
で
も
お
風
呂
に
入
れ
る

よ
う
に
と
、
工
場
近
く
に
温
泉
を
掘
っ
た
そ

う
で
す
。
今
で
は
弘
寿
温
泉
と
、
近
く
の
ほ

た
る
温
泉
、
霧
の
里
を
合
わ
せ
て
万
膳
温
泉

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

霧
島
の
お
い
し
い
三
つ
の
「
黒
」。
黒
酢

に
黒
牛
、
そ
し
て
黒
豚
。
霧
島
大
窪
の
中
﨑

義
一
さ
ん
は
妻
の
玉
子
さ
ん
と
一
緒
に
３
５

０
頭
の
黒
豚
を
肥
育
し
て
い
ま
す
。
霧
島
地

区
で
は
20
年
ほ
ど
前
か
ら
黒
豚
産
直
レ
ス
ト

ラ
ン
「
霧
島
高
原
ロ
イ
ヤ
ル
ポ
ー
ク
（
現

在
の
黒
豚
の
館
）」
と
生
産
農
家
が
共
同
し
、

黒
豚
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
と
販
路
拡
大
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
11
年

に
は
県
か
ら
「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
の
産

地
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
支
え
る
生
産
農
家
は
４
戸
。
黒
豚

は
白
豚
に
比
べ
出
産
数
が
少
な
い
上
に
、
肥

育
期
間
も
２
か
月
長
い
８
か
月
を
要
し
ま

す
。
そ
れ
だ
け
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、「
黒

豚
の
生
産
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
中
﨑
さ
ん
。
霧
島

山
系
か
ら
湧
き
出
る
水
と
、
鹿
児
島
の
特
産

品
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
混
ぜ
た
飼
料
な
ど

に
加
え
て
、
携
わ
る
皆
さ
ん
の
熱
意
が
黒
豚

の
お
い
し
さ
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
中
﨑
さ
ん
は
「
黒
豚
の
よ
さ
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
あ
っ
た
か
い
鍋
で
黒

豚
の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

霧島から発信する「かごしまブランド」
薩摩の黒い宝石「黒豚」

万膳小学校の児童が描いた絵が出迎えてくれているようです

中﨑義一さん・玉子さんご夫妻
◎霧島大窪在住

ま
ん
ぜ
ん

八幡神社
万膳家系図によれば万膳越後守（え
ちごのかみ）の氏神（うじがみ）とし
て祭ってあったものを天明 2（1782）
年ごろに社（やしろ）を建て祭るよう
になりました。

弘寿温泉（☎76-9303）
昭和52年、万膳地区に初めてでき
た温泉。サウナ、水風呂があり、午前
10時から午後９時まで営業していま
す。

ほたる温泉（☎ 76-9385）
とてもシンプルな外観で、入り口に券
売機があります。泉質は単純泉。営
業時間は午後1時から午後9時30分
まで。

黒豚のおいしさを守るために
生産農家の高齢化や飼料の高騰といった
厳しい現状に生産農家と流通・加工業者、
レストランなどが連携を図りながら一緒に
取り組み、次世代に黒豚ブランドを伝えよ
うと今年２月、農事組合法人「霧島高原
純粋黒豚牧場」が設立されました。また、
この取り組みが評価され、今年７月には経
済産業省と農林水産省が認定する「農商
工 88選」にも選ばれました。

霧の里（☎76-9361）
遠くの山々を望む露天風呂。レスト
ランでランチはいかが。結婚式もで
きます。また、ブルーベリーを使っ
たジャムや手作りドレッシングなども
販売しています。

鹿児島黒豚は「六
ろっ

白
ぱく

」と呼ばれ、
黒い体毛に足、鼻、尾の６か所
だけ白いのが特徴。

50

植村駅

至横川総合支所

牧園
広域農道
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霧
島
市
初
の

女
性
消
防
隊
結
成

THE SCENE

霧島に生きる

霧
島
市
初
の
女
性
消
防
隊
が
、
今
年
４
月

１
日
福
山
町
に
組
織
さ
れ
、
19
人
の
女
性
消

防
団
員
が
誕
生
、
広
報
や
独
居
老
人
宅
の
訪

問
活
動
な
ど
を
始
め
ま
し
た
。

昨
年
度
の
市
消
防
団
福
山
方
面
隊
の
団

員
数
は
、
定
数
１
５
２
人
に
対
し
て
実
員

１
２
８
人
で
定
数
に
24
人
達
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
福
山
方
面
隊
と
牧
之
原
地

区
消
防
後
援
会
は
、
霧
島
市
初
と
な
る
女
性

消
防
隊
の
結
成
を
働
き
か
け
ま
し
た
。

増
え
る
女
性
消
防
団
員

日
本
最
初
の
女
性
消
防
団
員
と
な
っ
た
の

は
、
山
形
県
酒
田
市
飛
島
の
女
性
た
ち
で
す
。

出
漁
な
ど
に
よ
り
長
期
間
男
性
が
不
在
と
な

る
こ
と
か
ら
、
男
性
に
代
わ
っ
て
島
を
火
災

か
ら
守
る
た
め
で
し
た
。
明
治
43
年
３
月
に

「
婦
人
火
防
組
」
が
組
織
さ
れ
大
正
３
年
正

式
に
消
防
団
員
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
団
員
は
男
性
団
員
が
減
少
す
る
一

方
で
年
々
増
加
し
、
平
成
18
年
に
は
全
国
で

１
万
４
６
６
５
人
を
数
え
ま
す
。
県
内
で
は

鹿
児
島
市
、
薩
摩
川
内
市
、
湧
水
町
な
ど

14
市
町
村
に
１
５
５
人
い
ま
す
（
平
成
20
年

10
月
１
日
現
在
）。
霧
島
市
の
活
動
内
容
は
、

平
常
時
の
広
報
活
動
、
独
居
老
人
宅
訪
問
、

操
法
訓
練
、
災
害
時
の
炊
き
出
し
な
ど
の
後

方
支
援
と
避
難
誘
導
で
す
。

頼
み
ま
す
の
声
が
は
げ
み
に

福
山
町
に
は
、
合
併
以
前
か
ら
主
に
牧
之

原
地
区
で
活
動
し
て
い
た
福
山
町
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
し
た
。
隊
長
の
板
元
逸い

つ

子こ

さ
ん
は
、「
昨
年
、
隊
員
数
が
３
人
に
な
り
、

存
続
に
つ
い
て
あ
と
の
二
人
と
話
し
た
と
こ

ろ
隊
員
を
探
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
と
き
に
福
山
方
面
隊
と
牧
之
原

地
区
消
防
後
援
会
か
ら
、
女
性
消
防
隊
を

作
り
ま
せ
ん
か
と
い
う
話
が
き
た
の
で
す
」。

そ
れ
か
ら
３
人
は
団
員
勧
誘
に
回
り
、
１
週

間
で
16
人
の
団
員
を
集
め
ま
し
た
。

板
元
さ
ん
は
、
今
年
４
月
１
日
の
結
成
後
、

８
月
に
独
居
老
人
宅
を
訪
問
。「
訪
問
す
る

と
私
た
ち
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い

て
く
れ
る
人
も
い
て
、
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す

と
言
わ
れ
る
と
、
次
も
が
ん
ば
る
ぞ
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
と
や
る
気
に
満
ち

た
表
情
を
見
せ
ま
す
。

霧
島
市
消
防
団
の
田た

邊べ

五い

優ゆ
う

団
長
は
、「
消

防
団
の
仕
事
は
13
万
人
市
民
を
守
る
こ
と
、

女
性
消
防
隊
に
与
え
ら
れ
た
任
務
を
果
た
し

て
ほ
し
い
」
と
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て
い

ま
し
た
。

指揮者に敬礼する板元逸子班長制服姿の霧島市消防団福山方面隊女性消防隊の19人
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き
り
し
ま
大
賞
２
作
品

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

◎
自
由
部
門

「
香
り
髙
く
（
Ⅱ
）」
作
者
：
徳
田
乃
利
子

◎
テ
ー
マ
部
門

「
賽さ
い

の
河
原
Ⅰ
」
作
者
：
窪
田
秀
子

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

毎
年
、
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま

で
の
２
週
間
は
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

（
25
日
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤

廃
国
際
日
）

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
売
買
春
・
人
身
取
引
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著

し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を
取
り
上

げ
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
は
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の

暴
力
の
こ
と
で
、
事
実
婚
や
離
婚

し
た
後
も
引
き
続
き
受
け
る
暴
力

を
含
み
ま
す
。
一
口
に
「
暴
力
」

と
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

が
存
在
し
、
多
く
は
い
く
つ
か
の

暴
力
が
重
な
っ
て
起
こ
っ
て
い
ま

す
。

◦�

身
体
的
暴
力
＝
殴
る
、
蹴
る
、

物
を
投
げ
る
な
ど

◦�

精
神
的
暴
力
＝
大
声
で
怒
鳴
る
、

脅
す
、
行
動
を
厳
し
く
監
視
す

る
な
ど

◦�

性
的
暴
力
＝
望
ま
な
い
性
行
為

を
強
要
す
る
、
避
妊
に
協
力
し

な
い
な
ど

◦�

経
済
的
暴
力
＝
生
活
費
を
渡
さ

な
い
、
働
か
な
い
、
仕
事
を
さ

せ
な
い
な
ど

社
会
的
地
位
や
経
済
力
な
ど
の

「
力
」
を
背
景
に
暴
力
で
相
手
を

支
配
し
よ
う
と
す
る
行
為
で
あ
り
、

外
部
か
ら
そ
の
発
見
が
困
難
な
家

庭
に
お
い
て
行
わ
れ
る
た
め
、
潜

在
化
し
や
す
く
、
し
か
も
加
害
者

に
罪
の
意
識
が
薄
い
と
い
う
傾
向

に
あ
り
、
周
囲
も
気
づ
か
な
い
う

ち
に
暴
力
が
激
化
し
、
被
害
が
深

刻
化
し
や
す
い
と
い
う
特
性
が
あ

り
ま
す
。

も
し
Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受
け
て
悩

ん
で
い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
◎
相
談
窓
口

◦�
鹿
児
島
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
１
４
６

７
◦�

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
９
（
２
２
１
）
６

６
３
０
／
６
６
３
１

◦�

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
保
健

福
祉
環
境
部
☎
（
44
）
７
９
６

５
◦�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
鹿
児
島
地
方
法
務
局
） 

☎
０

５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

◦�

霧
島
警
察
署
生
活
安
全
刑
事
課

☎（
47
）２
１
１
０

◦�

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
推

進
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９
１

４

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が

始
ま
り
ま
し
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
通
常
、
初

冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
毎
年
流
行

す
る
感
染
症
で
す
。

典
型
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

症
状
は
、
突
然
の
高
熱
、
頭
痛
、

関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
で
、
の
ど

の
痛
み
や
咳せ

き

、
鼻
水
な
ど
も
み
ら

れ
ま
す
。
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど

を
合
併
し
重
症
化
す
る
こ
と
が
多

い
の
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

で
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流

行
が
始
ま
る
と
、
短
期
間
に
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
膨
大
な
数
の

人
を
巻
き
込
む
と
い
う
点
で
も
普

通
の
風
邪
と
は
異
な
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
の
基

本
は
、
流
行
前
に
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
で
す
。
発
病
を
完
全
に

防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
っ
て
、
た
と

え
発
病
し
て
も
症
状
の
重
症
化
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
合
併
症
や
死

亡
す
る
危
険
性
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
特
に
高
齢
者
に
対

し
て
接
種
す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

実
施
上
の
注
意
点

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

接
種
を
受
け
て
か
ら
抗
体
が
つ
く

ま
で
に
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
効
果
が
十
分
に
持
続
す
る

期
間
は
約
５
か
月
間
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
よ
り
効
率
的
に
予
防
接
種

の
効
果
を
受
け
る
た
め
に
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
の

11
～
12
月
に
接
種
す
る
こ
と
が
理

想
的
で
す
。

現
在
、
市
で
は
65
歳
以
上
の
か

た
を
対
象
に
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
12
月
26
日
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
内
に

市
内
の
委
託
医
療
機
関
で
、
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

基
本
的
に
本
人
が
接
種
を
希
望
す

る
場
合
に
の
み
、
接
種
を
行
い
ま

す
。
麻ま

痺ひ

な
ど
に
よ
り
同
意
書
に

署
名
で
き
な
い
場
合
や
、
認
知
症

の
症
状
が
あ
っ
て
正
確
な
意
思
の

確
認
が
難
し
い
場
合
な
ど
に
は
、

慎
重
に
本
人
の
接
種
意
思
の
確
認

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
最

終
的
に
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く

接
種
は
で
き
ま
せ
ん
）

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
診
票

予
診
票
は
個
別
通
知
で
、
す
で

に
各
家
庭
に
発
送
し
て
い
ま
す
が
、

紛
失
し
た
場
合
、
再
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

再
発
行
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

健
康
増
進
課
か
各
保
健
セ
ン
タ
ー

（
福
山
地
区
は
市
民
福
祉
課
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
本
人
以
外
の
か
た
が

手
続
き
を
行
う
場
合
は
、
接
種
者

本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
の
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課

☎（
64
）０
９
０
５
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「
第
60
回
人
権
週
間
」

世
界
人
権
宣
言
採
択
60
周
年

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本

的
人
権
と
自
由
を
遵
守
し
確
保
す

る
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の

人
々
と
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共

通
の
目
標
と
し
て
、昭
和
23（
１

９
４
８
）
年
12
月
10
日
の
第
３
回

国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
採
択
さ

れ
、
今
年
で
採
択
60
周
年
を
迎
え

ま
す
。

国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択

を
記
念
し
て
、
採
択
日
の
12
月
10

日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
加

盟
国
に
対
し
、
人
権
擁
護
活
動
を

推
進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実

施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
12
月
４
日
か
ら
10

日
ま
で
の
１
週
間
を「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及

高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

人
権
週
間
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

憲
法
の
定
め
る
基
本
的
人
権
尊
重

の
精
神
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
に
努

め
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
各
市
町
村
に
は
、
法
務

大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁
護
委
員

が
お
り
、
地
域
に
密
着
し
た
存
在

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
市
の
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

岩
下　
　

彰　

：
国
分
広
瀬
四
丁
目
20
ー
７

川
畑　

和
子　

：
国
分
広
瀬
一
丁
目
８
ー
31

漆
木　

ミ
ヱ　

：
国
分
新
町
二
丁
目
９
ー
21
ー
５

山
下　

佐
和
子
：
国
分
山
下
町
12
ー
５

稲
垣　

克
己　

：
隼
人
町
松
永
６
７
７
ー
１

下
玉
利　

守　

：
隼
人
町
松
永
６
３
９

星
原　

恭
子　

：
隼
人
町
東
郷
３
１
５
ー
２

居
細
工　

學　

：
隼
人
町
住
吉
７
９
９

剥
岩　
　

裕　

：
溝
辺
町
竹
子
１
３
２
５
ー
１

野
元　

耕
一　

：
溝
辺
町
麓
２
３
０
１

山
下　

弘
文　

：
横
川
町
中
ノ
６
３
８

古
川　

正
利　

：
牧
園
町
高
千
穂
３
０
３
３
ー
７

中
神　
　

実　

：
霧
島
永
水
４
１
１
７
ー
２

造
免　

和
子　

：
霧
島
田
口
５
９
２
ー
２

久
木
田
き
く
み
：
福
山
町
福
沢
３
９
９
０
ー
１

12
月
10
日
～
16
日
は

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連

携
し
、
そ
の
実
態
の
解
明
と
抑
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
18
年
６
月
に
「
拉ら

致ち

問
題
そ
の

他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
、
毎
年
12
月
10
日
か

ら
16
日
ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵

害
問
題
啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
へ
の
対
処
が
国
際
社
会
を
挙

げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ

る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関

心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
地
方

法
務
局
☎
０
９
９（
２
５
９
）０

６
８
４

第
５
回
霧
島
美
術
展

３
１
１
点
の
応
募
が
あ
り
、
入

賞
46
点
・
入
選
97
点
が
選
ば
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

【
自
由
部
門
】
き
り
し
ま
大
賞
＝

徳
田
乃
利
子
（
霧
島
市
）、
特
別

賞
＝
大
村
イ
ヨ
子
（
曽
於
市
）、

シ
ン
デ
ィ
・
マ
ク
リ
ー
ン
（
霧
島

市
）、
立
神
松
勇
（
霧
島
市
）、
待

鳥
朝
子
（
姶
良
町
）、
吉
元
か
つ

こ
（
霧
島
市
）、
石
畑
淳
子
（
鹿

児
島
市
）、
實
成
義
孝
（
霧
島
市
）、

黒
田
陽
子
（
鹿
屋
市
）、
後
田
知

子（
鹿
児
島
市
）、片
下
由
紀
子（
鹿

H uman rights ◎人権

児
島
市
）、
藤
元
美
保
子
（
東
串

良
町
）、
川
上
翠
（
曽
於
市
）、
坂

口
静
香
（
加
治
木
町
）

【
テ
ー
マ
部
門
】
き
り
し
ま
大
賞

＝
窪
田
秀
子
（
小
林
市
）、
特
別

賞
＝
星
原
一
男
（
霧
島
市
）、
内

村
澄
子（
小
林
市
）、須
下
広
光（
霧

島
市
）、
鈴
木
邦
子
（
霧
島
市
）、

大
山
利
秋
（
鹿
児
島
市
）、
黒
木

信
明
（
曽
於
市
）、長
崎
ナ
ル
（
霧

島
市
）、
鮫
島
康
代
（
鹿
児
島
市
）、

大
迫
み
ど
り
（
霧
島
市
）、
成
尾

佑
子
（
霧
島
市
）、松
薗
守
男
（
曽

於
市
）、
﨑
間
眞
弓
（
鹿
児
島
市
）、

藤
井
孝
良
（
姶
良
町
）
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県
山
之
口
町
の
的ま

と

野の

正し
ょ
う

八は
ち

幡ま
ん

神
社
と
日
南
市

飫お

肥び

の
田
之
上
八
幡
神
社
に
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
三
つ
の
弥
五
郎
ど
ん
の
顔
付
き
は
少
し

ず
つ
違
っ
て
い
ま
す
が
、
共
通
す
る
の
は
い

ず
れ
も
大
男
に
作
っ
て
あ
る
の
と
、
お
そ
ろ

し
く
威
嚇
す
る
よ
う
な
目
玉
で
す
。
実
は
こ

の
よ
う
に
巨
大
な
像
に
作
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
、
弥
五
郎
ど
ん
の
特
徴
で
あ
り
、
何
ら

か
の
意
図
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。

族
の
首
領
・
弥
五
郎
を
は
じ
め
犠
牲
と
な
っ

た
、
た
く
さ
ん
の
隼
人
族
の
御み

霊た
ま

を
恐
れ
た

大
和
朝
廷
は
全
国
で
放
生
会
を
行
わ
せ
ま
し

た
。
そ
の
名
残
の
一
つ
が
、
現
在
の
八
幡
神

社
で
行
わ
れ
て
い
る
「
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
」

で
す
」

実
は
鹿
児
島
神
宮
の
故
事
が
書
か
れ
た

『
鹿
児
島
神
社
旧
記
』
に
も
弥
五
郎
ど
ん
祭

り
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。

御
神
事
の
抜
書
、
八
月
十
五
日　

放
生
大

会
の
祭

景
行
天
皇
御
宇
、
火
国
ノ
球
摩
田
彦
、
王

命
ニ
伏
セ
ズ
、
之
ヲ
征
ス
。
次
ニ
大
隅
隼
人

ヲ
討
チ
玉
ウ
。
此
ノ
隼
人
ヲ
大
人
弥
五
郎
ト

云
ウ
。
其
ノ
形
、
鬼
ノ
如
シ
。
上
井
城
ニ
引

籠
リ
テ
大
石
大
木
ヲ
落
シ
、
官
軍
ヲ
悩
マ
シ

奉
ル
。
之
ニ
依
リ
、
天
皇
、
大
神
ニ
祈
リ
橋

上
ニ
テ
神
楽
ヲ
奏
シ
玉
ヘ
バ
、
大
人
忽
然
ト

テ
出
来
。
此
ノ
時
是
ヲ
討
チ
玉
ウ
。

此
ノ
大
人
世
上
ニ
祟
リ
玉
ウ
故
、
日
州
隅

州
ノ
間
、
弥
五
郎
殿
祭
夥
シ
。
日
州
摩
戸
野

八
幡
ハ
弥
五
郎
殿
也
。
元
明
帝
ノ
和
銅
元
年

ニ
建
立
ト
云
ウ
。
又
当
宮
ニ
モ
大
人
退
治
大

祭
ト
テ
有
リ
。
野
口
ニ
於
イ
テ
執
行
セ
シ
ム
。

養
老
四
年
ノ
隼
人
ノ
祭
、
当
国
ニ
テ
其
ノ
例

ヲ
聞
カ
ズ

こ
の
説
明
で
は
、
景け

い

行こ
う

天
皇
が
大
隅
隼
人

を
討
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
時
代

を
混
同
し
て
い
ま
す
。

景
行
天
皇
は
、
そ
の
皇
子
、
日や

ま
と
た
け
る

本
武
尊
と

と
も
に
、「
ク
マ
ソ
征
伐
」
を
行
っ
た
こ
と

が
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
語
ら
れ
て

い
ま
す
。

と
も
あ
れ
『
神
社
旧
記
』
に
は
、
大
隅
隼

人
は
大お

お

人ひ
と

弥
五
郎
と
い
う
と
あ
り
、
そ
の
形

は
鬼
の
よ
う
だ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
国
分
の
上
井
城
に
立
て
籠こ

も
っ
て
大
石
大

木
を
投
げ
落
と
し
て
官
軍
を
悩
ま
し
た
と
あ

り
ま
す
。
さ
な
が
ら
力
強
い
勇
者
の
姿
を
暗

示
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
す
。

注
目
す
べ
き
は
、
当
宮
に
も
大
人
退
治
の

大
祭
と
い
う
の
が
あ
り
、
国
分
の
野
口
で
祭

り
が
取
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
、
と
い
う
部
分
。

野
口
に
枝え

だ

宮み
や

神
社
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

む
か
し
日
本
武
尊
が
ク
マ
ソ
を
討
ち
、
そ
の

四
肢
を
埋
め
祭
っ
た
所
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
が
鹿
児
島
神
社
の
大
人
退
治
の
祭
り
の

場
所
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ク
マ
ソ
は

政
府
軍
に
殺
さ
れ
た
隼
人
族
の
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
祭
り
の
様
子
が
書
い
て
な

い
の
が
残
念
で
す
。
巨
人
の
人
形
が
登
場
し

た
の
か
も
判
り
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
が
大
人
弥

五
郎
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
の

で
す
が
。

隼
人
町
小
田
西
に
は
、
大お

お

人ひ
と

形が
た

、
大お

お

人ひ
と

の

姓
を
名
乗
る
家
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
家
の

人
は
我
が
祖
先
は
、
岩
川
の
弥
五
郎
ど
ん
と

伝
え
て
、
八
幡
に
お
参
り
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

身
近
な
所
に
古
代
の
謎
が
ま
だ
ま
だ
残
っ

て
い
て
興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
。

文
責
＝
藤

最
近
の
南
日
本
新
聞
に
、
曽
於
郡
岩
川
の

「
弥
五
郎
ど
ん
の
祭
り
」
を
国
指
定
の
民
俗

芸
能
に
採
択
し
て
も
ら
お
う
と
、
調
査
検
討

委
員
会
が
発
足
し
た
と
い
う
記
事
が
出
て
い

ま
し
た
。「
弥
五
郎
ど
ん
の
祭
り
」
は
岩
川

八
幡
神
社
の
お
祭
り
で
、
身
の
丈
五
㍍
近
く

も
あ
る
人
形
、
弥
五
郎
ど
ん
が
神
社
か
ら
お

出
ま
し
に
な
り
町
内
を
巡
行
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
弥
五
郎
ど
ん
、
背
が
高
い
上
に
太
い

眉
毛
、
ギ
ョ
ロ
ッ
と
し
た
大
き
な
目
玉
、
大

き
な
鼻
と
耳
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。
弥
五

郎
ど
ん
の
祭
り
は
、
岩
川
の
ほ
か
に
、
宮
崎

 

こ
こ
数
年
、
教
育
や
医
療
の
現
場
だ
け
で

な
く
、
メ
デ
ィ
ア
（
新
聞
や
テ
レ
ビ
）
を
通

し
て
も
「
発
達
障
害
」
と
い
う
言
葉
が
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、「
と
て
も
得
意
な
こ
と
が
あ
る
の
に
、

な
ん
で
も
な
い
こ
と
が
苦
手
」「
ソ
ワ
ソ
ワ
・

モ
ジ
モ
ジ
が
多
す
ぎ
て
遊
び
を
楽
し
め
な

い
」「
人
と
う
ま
く
関
わ
れ
な
い
」
と
い
っ

た
「
生
き
づ
ら
さ
や
育
ち
に
く
さ
」
を
抱
え

て
い
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
の
声
が
こ
れ

ま
で
に
な
く
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
は
『
発
達
障
害
者
支

援
法
』
と
い
う
法
律
も
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
か
ら
２
回
に
わ
た
っ
て
こ

の
発
達
障
害
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

<

発
達
障
害
と
は>

注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
「
発
達
障
害
」
で

す
が
、
そ
の
概
念
や
定
義
は
教
育
や
医
療
、

福
祉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
の

意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
統
一
さ
れ
た
定

義
は
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
こ
で
は
『
発

達
障
害
者
支
援
法
』
に
基
づ
い
て
説
明
し
ま

す
。
支
援
法
で
は
、
発
達
障
害
を
【
自
閉
症
、

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
そ
の
他
の
広こ

う

汎は
ん

性
発

達
障
害
、
学
習
障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障

害
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機
能
の
障
害
で

あ
っ
て
、
そ
の
症
状
が
通
常
低
年
齢
に
お
い

て
発
現
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も

の
を
い
う
】
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

こ
の
定
義
に
は
、
①
発
達
障
害
と
は
基
本

的
に
生
物
学
・
医
学
的
要
因
に
よ
る
障
害
で

あ
り
、
育
て
方
が
直
接
の
原
因
で
は
な
い
こ

と
②
本
人
の
や
る
気
や
努
力
不
足
の
問
題
で

も
な
い
と
い
う
こ
と
③
適
切
な
教
育
を
受
け

る
機
会
が
得
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
子
な
り
の
発

達
を
促
し
て
い
け
る
と
い
う
重
要
な
意
味
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
に
つ
い
て
少
し

詳
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

<

広
汎
性
発
達
障
害>

▼
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
た
り
、
う
れ
し

さ
や
楽
し
み
、
つ
ら
さ
や
悲
し
み
な
ど
の
感

情
を
相
手
と
交
流
し
な
が
ら
味
わ
っ
た
り
、

適
切
な
距
離
で
人
と
関
わ
る
と
い
っ
た
対
人

関
係
に
つ
ま
づ
き
や
偏
り
が
目
立
つ
。

▼
言
葉
や
言
葉
以
外
の
手
振
り
や
身
振
り
な

ど
の
理
解
、
使
用
が
難
し
い
な
ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
過
度
に
苦
手
。

▼
場
面
や
状
況
の
変
化
へ
う
ま
く
対
応
す
る

こ
と
に
困
難
さ
が
あ
り
、
興
味
・
関
心
の
持

ち
方
が
限
定
さ
れ
る
一
方
、
と
て
も
優
れ
た

記
憶
力
を
持
ち
「
～
博
士
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
る
。

▼
自
発
的
な
「
ご
っ
こ
遊
び
」
や
「
物
ま
ね

遊
び
」
が
苦
手
で
、
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、

ワ
ン
パ
タ
ー
ン
の
繰
り
返
し
を
好
む
。

<

学
習
障
害>

▼
知
的
能
力
全
般
に
は
遅
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
文
字
が
う
ま
く
書
け
な
か
っ
た
り
、
発

発達障害

音
の
誤
り
や
言
葉
の
言
い
誤
り
が
多
い
。
あ

る
い
は
、
計
算
す
る
能
力
が
、
年
齢
や
知
的

能
力
全
般
の
発
達
水
準
や
こ
れ
ま
で
受
け
て

き
た
教
育
に
見
合
わ
な
い
ほ
ど
と
て
も
弱
い
。

▼
聴
い
た
言
葉
を
覚
え
る
こ
と
が
苦
手
で
よ

く
聞
き
返
す
。
ま
た
は
、
一
部
を
聞
い
て
聞

い
た
つ
も
り
に
な
る
。

▼
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
の
差
が
大

き
い
。

<

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害>

▼
課
題
や
遊
び
の
活
動
で
注
意
を
集
中
し
続

け
る
こ
と
が
難
し
い
。
落
ち
着
い
て
味
わ
え

な
い
。
指
示
に
従
え
ず
、
ま
た
仕
事
を
最
後

ま
で
や
り
遂
げ
ら
れ
な
い
。

▼
ソ
ワ
ソ
ワ
体
を
動
か
し
た
り
、
着
席
し
て

も
モ
ジ
モ
ジ
が
多
い
。
過
度
に
走
り
回
っ
た

り
、
よ
じ
登
っ
た
り
と
、
じ
っ
と
し
て
い
ら

れ
ず
駆
り
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
動
き
が
多
い
。

▼
質
問
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
出
し
抜
け
に

答
え
た
り
、
ほ
か
の
子
が
し
て
い
る
こ
と
を

さ
え
ぎ
っ
た
り
、
邪
魔
し
た
り
す
る
。

<

発
達
障
害
の
割
合>

平
成
14
年
度
の
文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、

こ
れ
ら
３
つ
の
障
害
の
い
ず
れ
か
少
な
く
と

も
１
つ
を
有
し
て
い
る
（
重
複
を
含
む
）
子

ど
も
た
ち
の
割
合
は
６
・
３
㌫
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
42
人
学
級
に
は
２
～
３
人

在
籍
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

次
回
は
、
発
達
障
害
者
（
児
）
へ
の
支
援

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

発
達
障
害
に
つ
い
て

やさしい医療講座
志學館大学人間関係学部心理臨床学科

准教授／山喜高秀

M E D I C A L  L E C T U R E

　
　
　
　

岩
川
八
幡
の
弥
五
郎
ど
ん
は
、

武
内
宿
祢
と
か
隼
人
族
の
首
領
だ
っ
た
と
か
、

い
ろ
い
ろ
説
が
あ
り
ま
す
。『
大
隅
町
史
』（
昭

和
四
十
四
年
二
月
）
に
は
そ
の
こ
と
が
詳
し

く
考
察
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
山
之
口
町
の
弥
五
郎
ど
ん

の
由
来
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
要
約
）

「
養
老
四（
七
二
〇
）年
、
隼
人
族
が
反
乱

を
起
こ
し
た
。
最
後
ま
で
抵
抗
し
続
け
た
隼

人
た
ち
も
、つ
い
に
は
戦
死
、捕
虜
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
宇
佐
地
方
で
は
作
物
の
不
作
、

疫
病
が
流
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
隼
人
の

乱
で
た
く
さ
ん
の
反
乱
軍
を
殺
し
た
報
い

だ
」
と
し
て
「
霊
を
慰
め
る
た
め
放ほ

う

生じ
ょ
う

会え

を

す
べ
し
」
と
宇
佐
八
幡
も
託た

く

宣せ
ん

し
た
。
隼
人
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K irishima Information

本
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
か
た

ま
た
は
出
身
者
で
す
。

●�

対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
な
ど
で
案

内
し
ま
す
。

●�

な
お
、
案
内
は
住
民
登
録
の
あ

る
地
区
ご
と
に
し
ま
す
の
で
、

登
録
地
区
以
外
の
式
典
に
参
加

す
る
か
た
、
並
び
に
現
在
本
市

に
住
民
登
録
の
な
い
出
身
者
で

参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

12
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
式
典

参
加
希
望
地
区
の
担
当
課
に
電

話
な
ど
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

11
月
は
不
法
投
棄

防
止
強
化
月
間

不
法
投
棄
は
ま
ち
の
景
観
を
損

ね
、
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
市

民
み
ん
な
で
監
視
の
目
を
光
ら
せ
、

不
法
投
棄
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

※�

不
法
投
棄
を
し
た
者
に
は
「
５

年
以
下
の
懲
役
、
も
し
く
は
１

千
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は

そ
の
両
方
（
法
人
の
場
合
、
１

億
円
以
下
の
罰
金
）」
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課

廃
棄
物
対
策
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
５
０

助
け
て
の  

小
さ
な
サ
イ
ン

受
け
止
め
て

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
で
す
。「
助
け
て
の　

小
さ
な

サ
イ
ン　

受
け
止
め
て
」
は
、
平

成
20
年
度
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
標
語
で
す
。
霧
島
市
で
も

近
年
、
児
童
虐
待
の
相
談
が
増
え
、

事
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

虐
待
の
発
生
予
防
・
早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

相
談
窓
口
＝
家
庭
児
童
相
談
室

☎（
45
）５
１
１
１
（
内
線
２
０

４
４
）

「
２
０
０
９
年
版
県
民
手
帳
」

の
販
売

こ
の
手
帳
は
各
市
町
村
別
の
統

計
資
料
や
主
要
官
公
庁
一
覧
お
よ

び
県
内
の
観
光
情
報
な
ど
の
資
料

を
多
数
収
録
し
て
あ
り
、
使
い
や

す
い
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

◦�

販
売
期
間
＝
11
月
初
旬
～
12
月

末
◦�

販
売
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
１
階
売
店
（
霧
島
市
職

員
互
助
会
）、
隼
人
地
域
振
興

課
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

◦�
料
金
＝
１
冊
５
０
０
円（
税
込
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
情
報
政
策
課

統
計
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
３

３
、
隼
人
地
域
振
興
課
・
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課

移
動
映
画
会

◦�

作
品
＝
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ

ン
マ
ン　

妖
精
リ
ン
リ
ン
の
ひ

み
つ
」（
80
分
）

◦�

日
時
＝
12
月
６
日（
土
）午
前
９

時
30
分
開
場
、
午
前
10
時
上
映

◦�

場
所
＝
福
山
公
民
館
（
牧
之
原

支
所
隣
）

※
予
約
不
要
（
無
料
）

◎���

問
い
合
わ
せ
先
＝
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
☎（
64
）０
９
１
９

隼
人
塚
史
跡
館
の
臨
時
休
館

隼
人
塚
史
跡
館
内
収
蔵
品
の
燻く

ん

蒸じ
ょ
う

作
業
の
た
め
、
臨
時
休
館
し
ま

す
。

と
お
り
で
す
。

●�

今
回
の
対
象
者
は
昭
和
63
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、

お
知
ら
せ

第
５
回
市
民
健
康
講
座

認
知
症
は
だ
れ
に
で
も
起
こ
り

う
る
脳
の
病
気
で
す
。
記
憶
障
害

や
認
知
障
害
か
ら
不
安
に
陥
り
、

そ
の
結
果
、
家
族
が
疲
れ
き
っ
て

共
倒
れ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
周
囲
の
理
解
と

気
遣
い
が
あ
れ
ば
穏
や
か
に
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
は
可
能
で
す
。

◦�

日
時
＝
11
月
29
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
40
分

◦�

場
所
＝
み
そ
め
館
（
溝
辺
）

◦�

演
題
＝
「
い
つ
か
ボ
ケ
て
も
大

丈
夫
～
早
期
発
見
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」

◦�

講
師
＝
黒
野
明あ

日す

嗣つ
ぐ

先
生
（
介

護
老
人
保
健
施
設
愛
と
結
の
街

施
設
長
）

※�

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
鹿
児

島
支
部
に
よ
る
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
に
つ
い
て
の
説
明
。

◦�

寸
劇
＝
た
け
ち
ゃ
ん
一
座

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課

☎（
64
）０
９
０
５

成
人
式
は
地
区
ご
と
に

開
催
し
ま
す

　

平
成
21
年
の
成
人
式
は
、
次
の

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ

◦�

期
間
＝
11
月
18
日（
火
）午
前
９

時
～
19
日（
水
）午
後
５
時

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課

文
化
財
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１
１

１
９

秋
の
感
謝
祭

◦�

日
時
＝
11
月
23
日（
日
）午
前
９

時
～
午
後
３
時

◦�

場
所
＝
横
川
物
産
館
「
よ
い
や

ん
せ
」

◦�

内
容
＝
館
内
商
品
２
割
引
、
横

川
だ
い
こ
ん
無
料
配
布
、
農
産

物
や
加
工
品
の
試
食
販
売

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
横
川
物
産
館

「
よ
い
や
ん
せ
」
☎（
64
）６
０

８
８

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が

時
間
額
６
２
７
円
に

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
平
成
20

年
10
月
18
日
か
ら
時
間
額
６
２
７

円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
最
低
賃

金
は
県
下
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
特
定
最

低
賃
金
の
産
業
に
該
当
す
る
場
合

は
、
別
に
定
め
る
当
該
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
労
働

局
賃
金
室
☎
０
９
９（
２
２
３
）

８
２
７
８
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

残
っ
て
い
ま
す
。
平
家
打
倒
の

鹿
ヶ
谷
事
件
で
鬼
界
ヶ
島
に
流
さ

れ
た
俊
寛
た
ち
が
た
ど
っ
た
道
を

歩
き
な
が
ら
遺
跡
を
見
学
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
11
月
23
日（
日
）午
前
９

時
～
正
午　

※
小
雨
決
行

◦�

集
合
場
所
＝
隼
人
歴
史
民
俗
資

料
館

◦�

コ
ー
ス
＝
鹿
児
島
神
宮
、
弥み

勒ろ
く

院
跡
、
桑
幡
氏
館
跡
、
留
守
氏

館
跡
、
沢
氏
館
跡
ほ
か
（
往
復

約
５
㌔
）

◦�

参
加
料
＝
無
料

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
歴
史
民

俗
資
料
館
☎（
43
）０
１
７
９

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

フ
ー
ド
・
ふ
れ
あ
い

ア
メ
リ
カ
・
中
国
の
簡
単
な
家

庭
料
理
を
作
り
・
食
べ
な
が
ら
、

国
際
交
流
員
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

日
時
＝
12
月
６
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
１
時

◦�

場
所
＝
溝
辺
み
そ
め
館
調
理
室

◦
定
員
＝
24
人
（
先
着
順
）

◦
参
加
費
＝
４
０
０
円
程
度

◦
申
込
期
限
＝
11
月
21
日（
金
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
１
４
、
℻（
47
）２
５

２
２

http://w
w
w
.kagoshim

a.
plb.go.jp/

第
２
回
霧
島
市
青
少
年
の

主
張
コ
ン
ク
ー
ル

霧
島
市
内
14
校
の
中
学
生
が

「
私
を
輝
か
せ
て
い
る
も
の
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
主
張
し
ま
す
。
準

備
・
運
営
と
も
中
学
生
の
手
づ
く

り
に
よ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

◦�

日
時
＝
11
月
23
日（
日
）午
後
１

時
20
分
～
３
時
35
分
（
午
後
１

時
開
場
）

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

※
予
約
不
要
（
入
場
無
料
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先=

㈳
霧
島
青

年
会
議
所
事
務
局
☎（
47
）３
７

７
３

第
10
回
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ア

◦�

テ
ー
マ
＝
愛
が
い
っ
ぱ
い
ｆ
ｏ

ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
「
こ
の
地
域
で
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と　

次
世
代

へ
つ
な
げ
て
い
け
る
こ
と
」

◦�

日
時
＝
11
月
23
日（
日
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ

　

ー
◦�

内
容
＝
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
、
献

血
、
食
育
講
習
会
、
農
産
物
販
売
、

牛
さ
ん
乳
し
ぼ
り
体
験
な
ど
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
ハ
ー
ト
フ
ル

フ
ェ
ア
実
行
委
員
会（
㈳
霧
島

青
年
会
議
所
内
）
☎（
47
）３
７

７
３

志
學
館
大
学
「
銀
杏
祭
」

◦�

期
日
＝
11
月
22
日（
土
）・
23
日

（
日
）

◦�

場
所
＝
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

◦�

内
容
＝
学
生
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

ダ
ン
ス
、
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、

留
学
生
・
協
賛
企
業
な
ど
の
模

擬
店
、
県
副
知
事
の
講
演
会

（
22
日
）、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
野
外

ラ
イ
ブ
（
22
日
：
戸
田
賢
吾
さ

ん
、
23
日
：sodopp

）、
模
擬

裁
判
（
23
日
）

※�

ラ
イ
ブ
、
副
知
事
講
演
会
、
模

擬
裁
判
な
ど
は
入
場
無
料

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
志
學
館
大
学

☎（
43
）１
１
１
１

第
５
回

「
霧
島
・
食
の
文
化
祭
」

―
 

子
や
孫
に
残
し
た
い

霧
島
の
食 ―

◦�

日
時
＝
11
月
16
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

◦�

場
所
＝
霧
島
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
霧
島
田
口
神
之
湯
隣
）

◦�

内
容
＝
霧
島
の
「
家
庭
料
理
大

集
合
」
な
ど
の
展
示
、
県
内
外

の
食
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

霧
島
食
育
研
究
会
☎（
57
）１
３

６
０

募　

集

「
市
民
便
利
帳
」
の

無
償
製
作
者
を
募
集

市
で
は
平
成
21
年
度
版
「
市
民

便
利
帳
」
を
製
作
す
る
事
業
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
民
便
利

帳
に
は
行
政
情
報
の
ほ
か
に
、
事

業
者
が
募
集
し
た
広
告
や
地
域
情

報
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

製
作
と
配
布
に
つ
い
て
は
、
事
業

者
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

◦�

応
募
締
切
＝
11
月
28
日（
金
）

※�

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
行
政
改
革
推

進
課
☎（
64
）０
９
５
２

第
４
回
歴
史
街
道

「
平
家
物
語
の
道
」ウ
ォ
ー
ク

俊
寛
た
ち
の
道
を
た
ど
る

隼
人
町
宮
内
地
区
に
は
、
平
家

物
語
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

地 区 開催日 式 典 会 場 開始予定時刻 担  当  課 電話番号

溝 辺 1/3（土） 溝辺公民館（みそめ館） 10：00～ 溝辺出張所教育振興課 58-3391

横 川 1/3（土） 大隅横川駅 10：00～ 横川出張所教育振興課 72-1596

牧 園 1/3（土） 牧園総合支所 10：00～ 牧園出張所教育振興課 76-2714

霧 島 1/5（月） 霧島公民館 10：00～ 霧島出張所教育振興課 57-1111

隼 人 1/5（月） 隼人農村環境改善センター 10：00～ 生涯学習課 42-1118

福 山 1/5（月） 福山活性化センター 10：00～ 福山出張所教育振興課 56-2026

国 分 1/5（月） 霧島市民会館 12：00～ 生涯学習課 42-1118
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.66/2008.11）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

キツネナス（ナス科）

お便りをくださったかたの中から
日本エアコミューター２００９年
版オリジナルカレンダーを10人の
かたにプレゼント。応募締め切り
は11月20日（木）当日有効です。
当選の発表は、商品の発送を持っ
てかえさせていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の身近な事、何でも好きなことを書いてく
ださい。

おたより
待ってます

か
し
、
悲
し
い
か
な
私
の
体
は
そ

う
簡
単
に
泳
ぎ
か
た
を
覚
え
て
は

く
れ
ま
せ
ん
。
理
屈
は
わ
か
る
の

で
す
が
、
頭
で
考
え
る
の
と
は
裏

腹
に
な
ぜ
か
体
が
沈
ん
で
い
き
ま

す
。
講
座
が
終
了
し
て
も
胸
を

張
っ
て
「
泳
げ
ま
す
」
と
は
い
え

な
い
状
態
。
そ
れ
で
も
め
げ
ず
に

毎
週
１
回
プ
ー
ル
に
通
っ
て
練
習

す
る
こ
と
４
か
月
、
最
近
や
っ
と

ク
ロ
ー
ル
の
コ
ツ
を
つ
か
み
ま
し

た
。
あ
き
ら
め
な
く
て
良
か
っ
た

と
今
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
健
康
維
持
の
た
め
水
泳

を
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。（
ガ
ン
バ
56
歳
女
性
）

●

あ
き
ら
め
て
い
た
ら
一
生
泳
げ

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

表
紙
を
め
く
る
と
昔
の
か
ま

ど
の
風
景
。
10
月
号
特
集

の
１
ペ
ー
ジ
に
は
、
し
ば
し
釘
づ

け
に
な
り
、
幼
か
っ
た
こ
ろ
へ
と

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
竹
の
火
お
こ
し
で
吹
く
も
、

う
ま
く
火
が
つ
か
ず
、
煙
で
目
が

し
み
た
こ
と
。
た
き
つ
け
用
の
杉

の
枯
葉
を
祖
母
と
一
緒
に
山
に
と

り
に
出
か
け
た
こ
と
、
か
ま
ど
の

火
の
前
に
す
わ
り
、
竹
ざ
る
を
編

ん
で
い
た
父
の
う
し
ろ
姿
、
す
す

け
た
天
井
、
懐
か
し
さ
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
台
所
も

便
利
な
も
の
で
あ
ふ
れ
、
す
っ
か

り
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

家
族
を
思
い
食
事
を
つ
く
る
気
持

ち
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。（
霧

野
島
子
45
歳
女
性
）

●

時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
お
い
し

く
つ
く
る
こ
つ
は
愛
情
で
す
ね
。

看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
仕
事
以
外
に
趣
味
の

な
い
私
が
、
一
番
心
ひ
か
れ
る
も

の
は
庭
の
草
花
や
木
々
の
緑
で
す
。

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
鹿
児
島
に
行
っ

た
と
き
、
花
と
緑
の
試
験
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

結
果
は
と
も
あ
れ
庭
に
咲
い
て
い

る
雑
草
で
も
、
そ
こ
に
座
っ
て
眺

め
て
し
ま
い
ま
す
。
何
も
言
わ
な

い
け
ど
草
花
は
一
生
懸
命
に
生
き

て
い
ま
す
よ
。
自
分
が
そ
こ
に
あ

る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
、

何
か
大
切
な
も
の
を
教
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。（
な

ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
58
歳
女
性
）

●

自
然
の
ま
ま
の
姿
ほ
ど
美
し
い

も
の
は
な
い
で
す
ね
。

環
境
の
シ
リ
ー
ズ
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
、
家
庭
で
で
き

る
「
私
の
マ
イ
バ
ッ
ク
」
を
使
い

始
め
て
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
し

た
。
良
い
点
は
わ
が
家
に
あ
る
い

く
つ
も
の
バ
ッ
グ
が
活
用
で
き
る

か
ら
と
い
う
こ
と
と
、
マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
参
す
る
と
ス
タ
ン
プ
サ
ー

ビ
ス
の
特
典
が
あ
る
か
ら
で
す
。

最
近
は
義
理
の
姉
か
ら
い
た
だ
い

た
籐と

う

の
買
い
物
か
ご
を
使
っ
て
い

ま
す
。
お
し
ゃ
れ
で
品
物
が
入
れ

や
す
く
、
取
り
出
し
に
も
便
利
で

重
宝
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。（
明
華
60
歳
女
性
）

●

「
市
内
共
通
の
エ
コ
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
が
あ
っ
た
ら
」
と
の
お
便

り
も
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
エ

コ
活
動
に
取
り
組
み
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　

今
月
は
花
火
大
会
や
特
集
に
対

す
る
ご
意
見
や
感
想
な
ど
27
通
の

お
便
り
が
あ
り
ま
し
た
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
ど
を
必
ず

お
書
き
く
だ
さ
い
。

今
年
３
月
に
鹿
屋
市
か
ら
長

男
夫
婦
が
日
当
山
に
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の

度
第
３
子
の
女
の
子
が
８
年
ぶ
り

に
産
ま
れ
、
み
ん
な
の
笑
顔
の
も

と
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。

私
共
に
は
５
人
目
の
孫
で
す
。
赤

ち
ゃ
ん
の
名
前
も
日
当
山
か
ら
１

字
い
た
だ
き
、「
日
奈
乃
」
に
な

り
ま
し
た
。
長
女
は
小
５
、
長
男

は
小
２
、
３
人
の
子
育
て
で
息
子

も
嫁
も
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
苦
労

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、「
頑

張
れ
、
頑
張
れ
！
」
心
か
ら
エ
ー

ル
を
送
り
た
い
な
。
結
婚
、
子
育

て
、
面
倒
と
思
っ
て
い
る
若
い
か

た
に
一
言
。「
赤
ち
ゃ
ん
て
」ホ
ン

ト
可か

わ
い愛

い
で
す
よ
。（
横
川
と
っ

こ
び
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
63
歳
女
性
）

●

「
な
ん
で
え
、
こ
ん
な
に
か
わ

い
い
の
か
よ
」
の
歌
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　

初
め
て
お
便
り
し
ま
す
。
早

い
も
の
で
宮
崎
か
ら
嫁
い

で
き
て
24
年
に
な
り
ま
し
た
。
お

隣
の
県
と
は
い
え
方
言
の
違
い
に

び
っ
く
り
す
る
や
ら
、
理
解
で
き

な
い
言
葉
も
あ
り
、「
こ
の
ま
ち

に
馴
染
ん
で
い
け
る
だ
ろ
う
か
」

と
思
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
時
間

の
流
れ
と
は
恐
い
も
の
で
、
今
で

は
宮
崎
弁
よ
り
鹿
児
島
弁
の
ほ
う

が
す
ん
な
り
自
分
の
言
葉
に
な
っ

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
す
ば
ら

し
い
人
た
ち
に
出
会
い
、
た
く
さ

ん
の
友
だ
ち
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
霧
島
に
感
謝
で
す
。（
メ
タ
ボ

か
あ
ち
ゃ
ん
49
歳
女
性
）

●

住
ん
だ
土
地
に
慣
れ
親
し
む
、

語
れ
る
人
が
い
る
。
生
活
を
豊
か

に
す
る
基
本
で
す
ね
。

10
月
12
日
は
運
良
く
休
日

で
も
あ
り
、
姉
妹
で
霧

島
市
花
火
大
会
に
意
を
決
し
て
出

か
け
ま
し
た
。
歳と

し

も
重
ね
足
腰
も

弱
り
、
外
出
も
お
っ
く
う
に
な
り

が
ち
だ
っ
た
の
で
す
が
、
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
あ
の
花
火
に
魅み

せ

ら
れ
、
ど
う
し
て
も
直
接
見
た

か
っ
た
の
で
す
。「
素
晴
ら
し
い
」

の
一
言
で
し
た
。
開
催
に
は
賛
否

両
論
あ
り
ま
し
た
が
、
ナ
イ
ア
ガ

ラ
の
滝
や
仕
掛
け
花
火
に
観
客
一

同
が
感
動
し
た
こ
と
で
大
成
功

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
帰
り
は
混

雑
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
ク
リ
ア

す
る
ほ
ど
の
感
激
で
し
た
。（
桃

太
郎
さ
ん
60
歳
女
性
）

●

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
目
に
し
た
本

場
中
国
花
火
と
日
本
花
火
の
競
演
、

日
本
と
中
国
の
友
好
を
盛
り
上
げ

る
感
動
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

秋
風
に
誘
わ
れ
て
数
年
ぶ
り

に
国
分
の
黒
石
岳
を
ド
ラ

イ
ブ
し
ま
し
た
。
亡
き
夫
と
何
度

も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
通
っ
た
場
所

で
す
。
眼
の
前
に
桜
島
は
も
ち
ろ

ん
、
都
城
、
国
分
平
野
、
空
港
ま

で
一
望
で
き
る
す
ば
ら
し
い
眺
望

で
す
。
子
ど
も
用
の
遊
具
も
あ
り

家
族
連
れ
で
も
楽
し
め
そ
う
で
す
。

緑
の
中
の
お
い
し
い
空
気
を
胸

い
っ
ぱ
い
に
吸
い
な
が
ら
、
あ
ず

ま
屋
で
友
だ
ち
と
た
わ
い
な
い
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
、
少
し
だ
け

夫
の
こ
と
も
思
い
出
し
て
、
ま
た

ま
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
帰
っ
て

き
ま
し
た
。（に
が
ご
い
62
歳
女
性
）

●

家
族
で
散
歩
、
友
だ
ち
と
お

し
ゃ
べ
り
、
時
間
を
つ
く
っ
て
余

暇
を
楽
し
む
こ
と
は
大
切
で
す
ね
。

こ
の
夏
、
五い

そ

じ
十
路
同
窓
会
が

あ
り
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ

の
あ
の
顔
、
こ
の
顔
、
懐
か
し
さ

と
た
く
さ
ん
の
思
い
出
で
な
ん
と

な
く
ほ
の
ぼ
の
、
ほ
っ
と
す
る
、

と
て
も
大
事
な
大
切
な
と
き
が
流

れ
ま
し
た
。
か
ら
だ
の
調
子
も
少

し
ず
つ
老
化
？
そ
ん
な
中
、
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。「
同
級
生
」っ

て
本
当
に
い
い
も
の
で
す
ね
。

（
Ｍ・Ｍ
五
十
路
で
ー
す
50
歳
女
性
）

●

同
じ
時
代
を
生
き
て
き
た
友
。

お
互
い
の
苦
労
が
わ
か
る
だ
け
に

本
当
に
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
ま
す
。

広
報
き
り
し
ま
で
女
性
水
泳

教
室
の
募
集
記
事
を
見
た

の
は
冬
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
以
前
か
ら
泳
げ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
私
は
、
早

速
申
し
込
み
、
講
座
の
開
始
を
待

ち
ま
し
た
。
講
座
開
始
か
ら
２
か

月
間
、
若
い
人
も
昔
若
か
っ
た
人

も
、
先
生
の
丁
寧
な
指
導
の
下
、

一
生
懸
命
に
水
を
か
き
、
足
を
ば

た
つ
か
せ
て
頑
張
り
ま
し
た
。
し
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市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

カレンダーは福岡市にある知的障がい者通所授産施設「ＪＯＹ倶
く

楽
ら

部
ぶ

プラザ」に所
属する絵画チーム「アトリエブラヴォ」（在籍８人）の作品です。創立25周年を迎えた
日本エアコミューターは、オリジナルな表現の可能性を追求している彼らの活動に注
目しています。チャーミングで生き生きとした、彼らの作品をお楽しみください。詳しく
はホームページwww.jac.co.jpをご覧ください。

◎問い合わせ先＝日本エアコミューター株式会社  ☎（58）2151

ＪＡＣ（日本エアコミューター）2009年版
オリジナルカレンダーをプレゼント

◎人口／128,156人（＋101）
男性／ 61,857人（＋94）
女性／ 66,299人（＋ 7 ）
出生 119人／死亡 105人
転入 392人／転出 317人
◎世帯数／57,043世帯（＋76）

（平成20年10月１日現在）

11PRESENTS

E
D

IT
O

R
'S◎今月の表紙

連
日
の
雲
ひ
と
つ
な
い
秋
晴
れ
。
絶
好
の
撮
影
日
和
に

旬
の
素
材
を
も
と
め
て
市
内
を
探
索
。
霧
島
連
山
の

沿
道
で
は
、
リ
ン
ド
ウ
、
ヤ
マ
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
セ
ン
ブ
リ
、

ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
が
ひ
っ
そ
り
と

開
花
し
散
策
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
霧

島
山
麓
で
は
、
柿
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
収
穫
時
期
を
迎

え
る
と
と
も
に
、
ソ
バ
畑
が
満
開
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

10月16日 午前10時20分
溝辺町三縄（みなわ）

【撮影データ】
デジタルカメラ　レンズ17～ 85㎜4～ 5.6　
1/90S　F8.0　ＩＳＯ１００

※読者プレゼントを提供してくださるかたを募集しています。広報広聴課広報グループ☎（64）0955までご連絡ください。

お便りをくださったかたの中から

こ
れ
ら
の
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
、

自
然
卵
養
鶏
へ
の
挑
戦
を
始
め
た
。

　

ま
ず
、
自
宅
近
く
の
ヒ
ノ
キ
山

を
飼
育
の
場
所
に
選
ん
だ
。
長
年
、

放
置
さ
れ
て
い
た
山
は
荒
れ
放
題
、

伸
び
た
雑
木
と
網
の
よ
う
に
巻
き

〈随ずいそう想〉

つ
い
た
カ
ズ
ラ
で
、
足
を
踏
み
入

れ
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
状
態

だ
っ
た
。
唯
一
の
助
手
は
農
作
業

な
ど
ま
っ
た
く
経
験
の
な
い
、
長

崎
県
佐
世
保
市
出
身
の
妻
だ
け
で

あ
る
。
夫
婦
二
人
で
の
懸
命
な
作

業
が
続
き
、
よ
う
や
く
一
年
後
に

は
鶏
の
理
想
郷
（
自
己
満
足
？
）

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
っ
た
。
樹
齢
数
十
年
の
ヒ
ノ

キ
林
の
中
を
、
鶏
が
自
由
に
走
り

回
る
こ
と
が
で
き
る
約
千
坪
の
運

動
場
は
、
養
鶏
場
と
い
う
よ
り
ま

さ
に
「
遊ゆ

う

鶏け
い

場じ
ょ
う」

と
い
う
名
に
ふ

さ
わ
し
い
理
想
的
な
飼
育
環
境
と

な
っ
た
。「
あ
そ
こ
の
タ
マ
ゴ
は

美お

味い

し
い
」
と
い
う
評
判
が
徐
々

に
広
が
り
、
そ
の
輪
は
次
第
に
大

き
く
な
っ
て
い
っ
た
。「
こ
ん
タ

マ
ゴ
は
、
昔
の
味
が
す
る
」、「
タ

マ
ゴ
か
け
ご
は
ん
を
何
十
年
ぶ
り

に
食
べ
た
」、「
生
タ
マ
ゴ
を
食
べ

な
か
っ
た
子
ど
も
が
、
喜
ん
で
食

べ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
な
ど
、

嬉う
れ

し
い
話
も
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
あ
の
と
き
の
親
父
の
タ

マ
ゴ
に
、
少
し
だ
け
近
づ
け
た
よ

う
な
気
が
す
る
。
今
は
「
溝
辺
町

物
産
館
よ
こ
で
ー
ろ
」
の
み
で
限

定
販
売
し
て
い
る
。

海
上
自
衛
官
と
し
て
約
36
年
間
、

転
勤
の
連
続
で
多
く
の
土
地
に
移

り
住
ん
だ
。
沖
縄
に
横
須
賀
、
妻

の
実
家
の
あ
る
長
崎
佐
世
保
、
そ

れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
土
地
で
「
第

Profile
ささみね まさゆき（62）
霧島市溝辺町出身。高校卒業
後、海上自衛隊に入隊、元３等海
佐。平成13年定年退官後、妻の幸
子さん（62歳）と溝辺町崎森に帰
郷。鶏のための養鶏場にこだわ
り、ヒノキ山を開拓、「峰の地どり
牧場」として、自然卵「きば卵（ら
ん）ね」の生産販売を始める。現
在、溝辺町物産館「よこでーろ」
代表取締役。

◎笹峯  政幸

「
生
タ
マ
ゴ
を
飲
め
ば
必
ず
一

等
賞
が
も
ら
え
る
」
小
学
校
の
こ

ろ
、
運
動
会
の
朝
に
父
が
食
べ
さ

せ
て
く
れ
た
、
あ
の
タ
マ
ゴ
の
味

を
も
う
一
度
味
わ
っ
て
み
た
い
。

そ
の
強
い
思
い
か
ら
、
自
然
卵
養

鶏
を
は
じ
め
た
。「
自
然
卵
」と
は
、

「
自
然
の
恵
み
を
充
分
に
与
え
ら

れ
た
、
健
康
な
母は

は

鶏に
わ
と
りか
ら
生
ま
れ

る
タ
マ
ゴ
」
で
あ
る
と
、
自
分
な

り
に
定
義
し
て
い
る
。「
自
然
の

恵
み
」
と
は
、
空
気
、
太
陽
、
大

地
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
然
卵

養
鶏
の
条
件
と
は
、
①
平
飼
い
②

開
放
さ
れ
た
鶏
舎
③
小
羽
数
④
粗

飼
料
（
粗
食
）
⑤
自
家
配
合
飼
料

⑥
腹
八
分
目
給き

ゅ
う

餌じ

で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
も
う
一
つ
、
加
え
る
と

し
た
ら
有
精
卵
で
あ
る
こ
と
。
養

鶏
の
経
験
な
ど
全
く
な
い
私
に

と
っ
て
、
頼
り
と
な
っ
た
の
は
、

子
ど
も
の
こ
ろ
庭
先
で
飼
わ
れ
て

い
る
庭に

わ

鶏と
り

の
記
憶
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
家
の
ま
わ
り
で
元
気
よ

く
か
け
ず
り
、
雑
草
や
虫
を
つ
い

ば
む
姿
。
と
き
ど
き
残
飯
な
ど
を

与
え
る
が
、
特
別
な
エ
サ
は
与
え

て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
自
然
の

中
で
自
由
に
育
て
ら
れ
て
い
た
。

２
の
故ふ

る

郷さ
と

と
呼
べ
る
土
地
」
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
に
と
っ
て

や
っ
ぱ
り
心
の
故
郷
は
常
に
溝
辺

（
霧
島
市
）で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

霧
島
連
山
を
背
景
に
、「
茶
畑
や

大
根
畑
」
の
向
こ
う
か
ら
、
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
く
朝
の
光
を
浴あ

び
、
大

型
旅
客
機
が
急
上
昇
し
て
い
く
。

そ
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
光
景
を
眺

め
て
い
る
と
、
何
故
か
身か

ら
だ体

の
奥

か
ら
力
が
み
な
ぎ
っ
て
く
る
。
そ

し
て
、
大
き
な
声
で
「
今き

ょ
う日
も
き

ば
っ
ど
」
と
叫
び
た
く
な
る
。

親父のタマゴ

ヒノキの林の遊鶏場、番犬「海
かい

」と看板ヤギの「さつき」も同居する。

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

今 回取材で生きた黒豚を初めて見ました。特に子豚はかわいらし
かった。いつかは食べられてしまうのだと思うとせつなくなりまし

たが、私たちは「命」をいただいて生きているのだと改めて実感しまし
た。「いただきます」「ごちそうさま」は忘れてはならない言葉ですね（あ）

全 国的に消防団の数が減っています。そんな中、霧島市初となる
女性消防隊が結成されたと聞いて頼もしく思いました。規律訓

練では女性団員だから掛け声も小さいだろうと思っていましたが、びっく
り。「右向けー、右」と張りのある大きな声。がんばれ女性消防隊。（た）

遊 鶏場の番犬「海
かい

」が突然走り出した。風向きが変わり、近くに
忍び込んだイノシシの臭いがしたらしい。海は 24 時間体制で

700 羽のニワトリを守る危険業務従事犬。｢犬の風景」があればぜひ
取材したい。課題は日ごろの苦労話などをしていただけるかである（ふ）

９ 月号の広報誌で取材した国分中央高校のダンス部が、先日行わ
れた「市民と自衛隊の集い」に出演しました。練習風景は取材の

とき見ましたが、本番の演技を生で見るのはこれが初めて。ビックリしま
した !!12月にも市民会館で披露されます。ぜひ、見てみてください（み）

笑
顔
の
咲
く
花
火

市
制
３
周
年
記
念
事
業
と
し

て
行
わ
れ
た
花
火
大
会
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
大
盛
況
だ
っ
た
。

友
好
交
流
都
市
で
あ
る
中
国
の

瀏
陽
市
か
ら
無
償
提
供
を
受
け

た
花
火
も
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
会
式
に
携
わ
っ
た
花
火

師
の
お
か
げ
で
、
乱
舞
す
る
中

国
花
火
に
大
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

今
回
は
、
霧
島
商
工
会
議
所
を

中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
が
結

成
さ
れ
、
短
い
期
間
の
中
で
、

慣
れ
な
い
中
国
と
の
協
議
に
も

奔
走
し
て
い
た
だ
い
た
。
官
民

一
体
と
な
っ
た
５
０
０
人
以
上

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、

善
意
の
協
賛
金
、
多
く
の
か
た

の
協
力
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

こ
の
３
年
間
、
子
育
て
支
援

や
行
財
政
改
革
な
ど
多
く
の
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

安
心
安
全
の
ま
ち
を
目
指
し
て

こ
れ
か
ら
も
市
民
生
活
を
重
視

し
た
政
策
に
力
を
入
れ
た
い
。

先
日
の
南
日
本
新
聞
記
事
に
市

長
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
行
政 

運
営
は
打
ち
上
げ
花
火
で
い
い 

の
か
、
な
ど
と
指
摘
を
受
け
た
。

し
か
し
、
市
民
の
一
体
感
を
醸

成
す
る
た
め
に
は
、
祭
り
事
や

節
目
の
行
事
も
必
要
で
あ
り
、

元
気
な
市
民
、
明
る
い
地
域
づ

く
り
も
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る

13
万
人
都
市
を
目
指
し
た
い
。
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